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東京女子医科大学設立の精神 

 

Ⅰ. 建学の精神 

東京女子医科大学は、1900 年（明治 33 年）に創立された東京女醫學校を母体として

設立された。東京女子医科大学の創立者である吉岡彌生は、1952 年（昭和 27 年）新制

大学設立に際し、東京女醫學校創立の主意をもって建学の精神とした。その主旨は、高

い知識・技能と病者を癒す心を持った医師の育成を通じて、精神的・経済的に自立し社

会に貢献する女性を輩出することであった。新制大学設立時の学則には「医学の蘊奥を

究め兼ねて人格を陶冶し社会に貢献する女性医人を育成する。」と記されている。 

建学の精神に基づく医療人育成の場として、1998 年（平成 10 年）度より新たに看護

学部が新設された。医療を行うものが学ぶ学府として、現在の東京女子医科大学の使命

は、最良の医療を実践する知識・技能を修め高い人格を陶冶した医療人および医学・看

護学研究者を育成する教育を行うことである。大学建学の精神に基づき、大学教育では

社会に貢献する女性の医療人を育成する。 

 

Ⅱ. 大学の理念 

東京女子医科大学の使命を達成するための教育・研究・診療の基盤となる理念は、「至

誠と愛」である。至誠は、「常住不断私が患者に接するときの根本的な心構えを短い二

つの文字のなかに言い現したもの（吉岡彌生傅）」という創立者吉岡彌生の座右の銘で

あり、「きわめて誠実であること」「慈しむ心（愛）」は教育・研究・診療の総ての場に

おいて求められる。大学およびそこに学び働くものは本学の理念である「至誠と愛」に

従って活動しなくてはならない。 
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序  言 

学 長 

 

東京女子医科大学は、社会的に自立する女性医療者の育成を建学の精神とし

て、「至誠と愛」を理念に創立され、100 年以上に渡り医学生を育ててきた。良

い医師を育てるために、良い教育を行い、優れた医療を行い、医学に係わる高い

水準の研究を行ってきた。本学は医学生が学ぶために最良の環境と教育プログ

ラムを用意している。学生にはこの環境とプログラムを最も有効に活用して学

んでもらいたい。 

本学の最新の教育プログラムは 2017 年度に改訂された MD プログラム 2011

（2011 年度 1年生より導入）であるが、その原形は 1990 年に日本で初めてのテ

ュートリアル教育、インタビュー教育（その後、『ヒューマンリレーションズ』、

『人間関係教育』、そして 2018 年度には『「至誠と愛」の実践学修』に発展、そ

して関連領域全体を理解して学ぶ統合カリキュラムである。 

 MD プログラム 2011 では、学生が学ぶ目標、すなわち自分が卒業するときに達

成すべき知識・技能・態度の専門的実践力をアウトカム、アウトカムに到る途中

の目標をロードマップで示した教育プログラムが導入された。2017 年度の改訂

では、医師としての実践力の基本を学部卒業時に達成するための臨床教育の改

善が行われた。2018 年度には医師の態度、振る舞い、倫理、コミュニケーショ

ン力、女性医師キャリアなどを、創立者が臨床で常に実践した信念である「至誠

と愛」の理念で現代の医療に実践するカリキュラムとして、従来の『人間関係教

育カリキュラム』を改訂し『「至誠と愛」の実践学修』と改称した。本学の教育

は、至誠と愛を実践する良い医師となるための教育であるが、学生は本学で学ぶ

その意義を認識し、本学の卒業生となる自覚を持って学修してもらいたい。 

 どのように学修するかが示されているのが、この「学修の手引き」である。学

生、教員がともに学修の目標、方法、内容、評価を共通に理解することが、良い

教育が行われる一つの要素である、この手引きが有効に活用されることを望む。 

 

3



 
 

東京女子医科大学の目的 

 

 本学は、教育基本法および学校教育法に基づき、女子に医学の理論と実際を教授し、 

創造的な知性と豊かな人間性を備え、社会に貢献する医人を育成するとともに、深く 

学術を研究し、広く文化の発展に寄与することを目的とする。『学則第 1 条』 

 

 

医学部の教育目標 

 
 将来医師が活躍しうる様々な分野で必要な基本的知識、技能および態度を身に体し、 

生涯にわたって学修しうる基礎を固める。 

 すなわち、自主的に課題に取り組み、問題点を把握しかつ追求する姿勢を養い、医 

学のみならず広く関連する諸科学を照覧して理論を構築し、問題を解決できる能力お 

よび継続的に自己学修する態度を開発する。さらに、医学・医療・健康に関する諸問 

題に取り組むにあたっては、自然科学にとどまらず、心理的、社会的、論理的問題等 

も含め、包括的にかつ創造的に論理を展開でき、様々な人々と対応できる全人的医人 

としての素養を涵養する。 
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東京女子医科大学医学部における３つのポリシー 

 

ディプロマ・ポリシー (卒業認定・学位授与の方針) 

 

卒業時には定められた授業科目を修了し、学修成果（アウトカム）に示す「医の実践力」と「慈し

む心の姿勢」を修得して以下の能力を備えることが求められます。 

 

1. 医師としての基本的診療能力を持ち、考え、行動することができる。  

2. 自ら問題を発見し解決する能力を持つ。  

3. 医学の発展、変化する地域や国際的な医療に適応する科学的および臨床的思考力を持つ。  

4. 安全な医療を行える能力を有する。  

5. 生涯にわたり女性医師として「至誠と愛」の理念を持ち、振る舞い、自立して社会に貢献する意

思を持つ。  

 

 要件を満たした者には卒業を認め、学士（医学）を授与します。 

 

カリキュラム・ポリシー (教育課程編成・実施の方針) 

 

卒業時に達成すべき医師として必要な基本知識、技能および態度を「医の実践力」および「慈しむ

心の姿勢」として示した学修成果（アウトカム）を達成し、建学の精神に沿って自立して社会に貢献

する医療者となる基礎を体得し、大学の理念である「至誠と愛」を生涯に亘り実践するカリキュラム

が構築されています。アウトカムを達成するための段階的な目標はロードマップとして示され、様々

なカリキュラム、学修法によりロードマップとアウトカムを達成します。 

 

「医の実践力」の学修は、1年次から 6年次まで関連した専門領域が統合（水平的統合）されたセ

グメントとして 10に区分されたカリキュラム、および縦断的カリキュラムとして「情報処理・統計」、

「国際コミュニケーション」および「基本的・医学的表現技術」を 6 学年通して統合（垂直的統合）

し学修します。「医の実践力」に含まれる、自主的に課題に取り組み、問題点を把握しかつ追求する

姿勢を養い、医学のみならず広く関連する諸科学を照覧して理論を構築し、問題を解決できる能力お

よび継続的に自己学修する力を、テュートリアル、チーム基盤型学修、研究プロジェクト等の能動学

修プログラムおよび各セグメントにおける実習を通じて学びます。 

 

「慈しむ心の姿勢」の学修は、専門職としての使命感、倫理感、態度、女性医師としての特徴、キ

ャリア、リーダーシップとパートナーシップ、コミュニケーション、医療安全、チーム医療等を体得

する「『至誠と愛』の実践学修」が水平的ならびに垂直的に統合され 6 年間を通して学びます。一部

は、セグメント科目やテュートリアルでも学びます。 

 

医師となる訓練として、1年次から段階的に患者さんと接する実践の場やシミュレーション等で学

ぶ機会が設けられ、4年次修了までに「医の実践力」および「慈しむ心の姿勢」の学修を含め、医師

としての基本的知識、技能、態度の修得が求められ、さらに 5年次から 6年次では指導者の下で診療

に参画して学修する診療参加型臨床実習を行い、卒業までに医師としての基本的診療能力を持ち、考

え、行動できるように学修します。 

 

医師としての素養、国際的医療実践、組織・社会の先導力を涵養するために、選択科目、国外での

臨床実習、リーダーシップ学修の機会が提供され、学生が自分の個性を伸ばすため、医療者の新しい

役割を認識するために活用できます。 
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セグメント、縦断的カリキュラム、テュートリアル、「『至誠と愛』の実践学修」の学修成果は、そ

れぞれの学修目標に照らして、筆記試験、レポート、技能試験、態度・姿勢の観察評価により総合的

に評価され、学年毎に定められた科目・単位の修了により、次学年に進級します。また、各科目の評

価を GPA (Grade Point Average)として評価し進級の要件とします。さらに、共用試験として行われ

る 4年次の CBT (Computer Based Testing)、 OSCE (Objective Structured Clinical Examination)、

P-SAT（Problem-solving Ability Test）、ならびに 6年次の Post-CC (Clinical Clerkship) OSCE

は、進級の要件となります。進級の認定が得られなかった場合は、翌年に限り同一学年の全必修科目

を再履修し、再度評価を受けます。 

 

アウトカム・ロードマップの評価は、それぞれの科目試験、「『至誠と愛』の実践学修」評価、テュ

ートリアルおよび実習の観察評価、臨床実習のポートフォリオ評価等から、関係する評価を統合して

学修成果（アウトカム）に沿って評価を行います。 

 

アドミッション・ポリシー (入学者受入れの方針) 

 

自らの能力を磨き、医学の知識・技能を修得して自立し、「至誠と愛」を実践する女性医師および

女性研究者となるために、学修者自身が問題意識をもち、自らの力で知識と技能を発展させていく教

育を行います。 

医師を生涯続ける意志を持ち、幅広い視野を身につけ、自ら能力を高め、問題を解決していこうと

する意欲に燃えた向学者で、以下のような人材を求めます。  

医学部が求める入学者像 

1.きわめて誠実で慈しむ心を持つ人  

2.礼節をわきまえ、情操豊かな人   

3.独立心に富み、自ら医師となる堅い決意を持つ人  

4.医師として活動するために適した能力を有する人 

 

本学で学修しようとする者には、本学の建学の精神と大学の理念を理解して学ぶことを求めます。

その上で、本学のカリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）に沿って学修して､学修成

果（アウトカム）を達成し、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）を満たし、生涯に

亘り医師として、女性医療者として自立して多方面で活躍する人材を、多様な方法により選抜します。 

一般入学試験においては、高等学校等における学修成果の評価を筆記試験で、また医師となる適性、

使命感、将来継続して女性医師として社会に貢献する心構え、そして「至誠と愛」の理念の下に本学

で学びディプロマ・ポリシーを達成する意思を面接、小論文、適性試験により評価します。 

一般推薦入学試験では、高等学校等における知識・技能・態度の学修成果や医師となる適性を高等

学校の推薦書等に基づき評価し、さらに医師としての使命感、将来継続して女性医師として社会に貢

献する心構え、そして問題を発見し、学修し、解決する自ら学ぶ力、「至誠と愛」の理念とカリキュ

ラム・ポリシーを理解して学びディプロマ・ポリシーを達成する意思を面接、小グループ討論、小論

文、適性試験により評価します。 

「至誠と愛」の推薦入学試験では、本学の建学の精神、大学の理念を継承し、生涯医療者として社

会に貢献する意志をもつ優秀な者を受け入れるため、3親等以内の親族に本学医学部同窓会至誠会の

会員または準会員がおり、高等学校等の推薦に加えて、至誠会の推薦を受けた者を対象として、面接、

受験生の建学の精神についての理解を問う小論文、適性試験により評価します。 

指定校推薦入学試験では、指定校からの推薦書から本学の建学の精神と理念を理解しカリキュラ

ム・ポリシーおよびディプロマ・ポリシーに適性の高い志望者であることを確認し、さらに志望者に

対して医師となる使命感、適性、将来継続して女性医師として社会に貢献する心構え、「至誠と愛」

の理念の下に本学のカリキュラム・ポリシーを理解して学びディプロマ・ポリシーを達成しようとす

る強い意思を、面接、小グループ討論、小論文、適性試験により評価します。 
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入学までに期待する学修項目は、社会、医療を先導する女性医療者となる確固たる意思の醸成、専

門職に求められる自らの学修を振り返りながら新たな課題を発見し問題解決する学び方、考え方の学

修、ひと、特に病めるひとに相対する医療者が持つべき態度、心配り、倫理観を学ぶ基盤となる、人

と交わる力の醸成です。 
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MD プログラム 2011 改訂版について 

 

東京女子医科大学医学部で医学を学ぶことは、大学の理念を受け継ぎ、社会に貢献する

力を持った医師を目指して学修することである。医学部は 110 年を超える歴史の中で女性

医師を育てるための教育に力を入れてきたが、平成 29 年度新入生から新たなカリキュラム

を導入した。新カリキュラムは、それまでのカリキュラム MD プログラム 2011 の良い点を

踏襲しつつ、現代社会のニーズあるいは日本と世界で求められる、医師像を「至誠と愛」

の理念のもとに達成することを目指す。 

 

MD プログラム 2011 改訂版は４個の包括的目標を持つ。 

1） 卒業時に基本的知識を持ち、医師として考え行動し、振る舞うことができる実践力を

持つこと。 

2） 学生が自分の目標を知り、自ら実践力を高められる教育となること。 

3） 科学的思考力と臨床的思考力を持つこと。 

4） 女性医師としての特徴をもち、基本的診療能力を備え、地域や国際を含めた現代の医

療および医療ニーズに即した実践力を獲得すること。 

 

MD プログラム 2011 改訂版は、以下の特徴を持つ。 

1） 知識だけでなく技能と態度を備えた実践力の最終目標をアウトカム、途中の目標をロ

ードマップとして具体的に示し、学生が入学時から最終目標に向けてどのように自己

開発をしたらよいかを明示し、またその達成度を評価する事により学生が長い学修期

間の中で目標と動機を失わないようにする。 

2） 臨床的能力を高めるため、高学年の臨床実習開始前に臨床的思考力、技能、態度の学

修を充実させ、実践的臨床実習を行う。 

3） 基礎と臨床、知識と技能を統合して学ぶ統合カリキュラムを前カリキュラムから引き

継ぎ、自ら問題を見つけ、科学的・医学的に且つ人間性を持ち、問題解決のための思

考力を講義・実習・テュートリアル教育を通じて学ぶ。 

4） 医師としての人間性・倫理・使命感・態度を育成する「至誠と愛」の実践学修を行う。 

5） 医の実践力の一部となる基本的・医学的表現技術、情報処理・統計、国際コミュニケ

ーションを 4 ないし 6 年間継続して積み上げる縦断教育を行う。 

6） 医療を支える科学に自ら触れる機会を通じて、研究の面白さを知るとともに医師が持

つべき研究的視点を学ぶ。 

7） 女性の特性を意識した医療者となるための学修を行う。 
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地域医療 
プライマリケア 
専門医療 

医学研究 

未知の問題
に取組み解
決する力 

自己開発 

至誠と愛 

女性医師 

キャリア形成

医の 実践 力

（知 識・ 技

能・臨床的思

考力・科学的

思考力） 

慈しむ心の 
姿勢 
（医師として

の姿 勢・ 態

度・使命感・

人間愛・協働） 

学部教育を通じて達成する医師としての実践力 

 

医学部の学修を通じて修得する実践力は、医の実践力と慈

しむ心の姿勢に分かれる。医の実践力は主として知識・技

術とその応用に関する 6 個の中項目、慈しむ心の姿勢は医

人としての態度・情報と意志を疎通する能力・使命感・倫

理感・専門職意識などに関する 5 個の中項目に分かれ、そ

れぞれに数個のアウトカムが定められている。アウトカム

は卒業時までに達成すべき目標の包括的目標であるが、低

学年（1/2 年）、中学年（3/4 年）、高学年（5/6 年） 

で達成すべき具体的目標をロードマップとして表してあ

る。 

アウトカム・ロードマップは各教科の目標ではなく、学修の積み重ねにより修得すべき実際に自分で

できる力、実践力、を示したものである。学生は、最終目標を見据えて学修段階に応じた目標を持ち、

教員はそれぞれ担当する教育の中で、全体像のどの段階を学生が学ぶべきかを理解して教育にあたる

ために全体が示されている。学生の評価も、科目として受ける試験などによる評価と共に、様々な評

価情報を組み合わせたロードマップ評価を行い、学生の到達度を認識できるようになる。 

 

以下にアウトカムを示す。 

Ⅰ 医の実践力 

1. 知識と技能を正しく使う力 

A. 医学的知識を医療に活用できる。 

B. 診断・治療・予防を実践できる。 

C. 基本的技能を実践できる。 

2. 問題を見つけ追求する力 

A. 解決すべき問題を発見できる。 

B. 問題を深く追求できる。 

C. 未知の問題に取り組むことができる。 

3. 問題解決に向け考え実行する力 

A. 適切な情報を集め有効に活用できる。 

B. 解決方法を選び実行できる。 

C. 結果を評価できる。 

4. 情報を伝える力 

A. 患者に情報を伝えることができる。 

B. 医療情報を記録できる。 

C. 医療者と情報交換ができる。 

全人的医人としての実践力と姿勢
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5. 根拠に基づいた判断を行う力 

A. 臨床・基礎医学の根拠を発見できる。 

B. 根拠に基づいて診療を行える。 

6. 法と倫理に基づいて医療を行う力 

A. 医療者としての法的義務を理解し守れる。 

B. 医療倫理を理解し実践できる。 

C. 研究倫理を理解し実践できる。 

D. 社会の制度に沿った診療を行える。 

 

Ⅱ 慈しむ心の姿勢 

1. 患者を理解し支持する姿勢 

A. 患者の意志と尊厳に配慮できる。 

B. 家族・患者周囲に配慮できる。 

C. 社会の患者支援機構を活用できる。 

2. 生涯を通じて研鑽する姿勢 

A. 目標を設定し達成するために行動できる。 

B. 社会のニーズに応えて研鑽できる。 

C. 自分のライフサイクルのなかでキャリアを構築できる。 

D. 自分の特性を活かした医療を行うために研鑽する。 

E. 専門職として目標を持つ 

3. 社会に奉仕する姿勢 

A. 社会・地域で求められる医療を実践できる。 

B. 医学研究を通じた社会貢献ができる。 

4. 先導と協働する姿勢 

A. 自分の判断を説明できる。 

B. グループを先導できる。 

C. 医療チームのなかで協働できる。 

5. ひとの人生へ貢献する姿勢 

A. 患者に希望を与えられる。 

B. 後輩を育てることができる。 

 

次にそれぞれのアウトカムを達成するためのロードマップ（中間目標）を示す。 
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カリキュラムの構造 

 カリキュラム（教育計画）は、学生が実践力を持つ医師になるために限られた時間のなかで最大の学

修を得られるように構築されている。学生には、全てのカリキュラムに参加して最終目標を達成する

ことが求められる。 
 
 医学部カリキュラムの全体構造は、初めに人体の基本構造と機能を 2 年前期までに学び、次に医療

を行うために必要な臓器・器官系の正常と異常、臓器系をまたいでおこる全身的異常、人の発生・出

産・出生・成長・発育・成熟・加齢の正常と異常を 3年後期までに学ぶ。4年前期は、全身的な変化と、

社会・法律・衛生・公衆衛生と医学の関わりを学び、医療を取り巻く環境を理解する。そして 4 年後期

は、5年の臨床実習に備えた臨床入門を学ぶ。臨床入門は、基本的臨床技能を学ぶだけでなく、画像・

検査などの臨床的理解、臨床推論の進め方などの臨床的思考力、麻酔・救急などの全身管理に係わる医

学を学び、5年の初めから医療の中に入って臨床実習を行えるようになるための仕上げとなる。臨床実

習への準備は、総合試験（共用試験 CBT および問題解決能力試験）、共用試験 OSCE などで評価される。

5年から 6年前半の臨床実習では、見学するのではなく参加する意識で実習を行って欲しい。臨床実習

では、地域医療・プライマリケアなど現代の日本の医療に求められる領域、国外留学など国際的医療に

係わる機会、基礎医学を学ぶ機会などが設けられ、且つ学生が自分のキャリアを考えて学修の場を選

べるようになっている。6年後期は、6年間の学修の総括と卒業認定のための評価に充てられる。 

 

 学年毎に進むカリキュラムとは別に縦断的カリキュラムがある。これは、学生が 4 もしくは 6 年間

で継続して自己開発する必要のある科目で、縦断教育科目と呼ぶ。 

 

６年間のカリキュラム全体図 

前期

(4月～7月)

後期

（9月～3月）

臨床診断総論/循環器系

呼吸器系/腎尿路系/生殖器系/妊娠と分娩

消化器系/内分泌系/栄養・代謝系

新生児・小児・思春期/加齢と老化、臨終

脳神経系/精神系/運動器系/

皮膚粘膜系/聴覚・耳鼻咽喉系/眼・視覚系

診療参加型臨床実習（研究実習）
後期

6年

前期

セグメント10
全体統合・

総合達成度評価
卒業試験

後期

研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

3年

前期 セグメント5

後期 セグメント6

4年

前期 セグメント7 全身的な変化/医学と社会

基
本
的
・
医
学
的
表
現
技
術

国
際
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

情
報
処
理
・
統
計

選
択
科
目

セグメント2

前期

「
至
誠
と
愛

」
の
実
践
学
修

2年

前期

後期

後期

セグメント3
人体の発生と全体構造/

疾患の成り立ちと治療の基礎

セグメント4

1年

セグメント1

セグメント8 臨床入門 臨床入門

5年
セグメント9

医療と医学の
実践

臓器・器官系の構造と
機能の正常と異常１

臓器・器官系の構造と
機能の正常と異常２／

人の一生

臓器・器官系の構造と
機能の正常と異常３／

医学研究

全身的な変化と医学
／医療と社会

テ

ュ
ー

ト
リ
ア
ル

人体の構造と
疾患の基礎

人体の基礎

人体の機能と
微細構造

人体の基本的構造と機能/
人体の防御機構
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週間の授業予定 

 学生は全ての授業に出席し能動的に学ぶ事が求められる。 
 医学部の時間割の特徴は、テュートリアルを中心に十分な自己学修の時間が確保されているこ

とである。自ら目標を定め能動的に学ぶことで医師となっても使い続けることのできる知識の活

用を修得するように、授業・実習のない学修時間が確保されている。 
 

Segment2 時間割 

5 6

曜 9：00～10：10 10：25～11：35 12：30～13：40 13：55～15：05 15：15～16：25 16：35～17：45

時限 1 2 3 4

月 講　義 講　義

テュートリアル 自己学修

(14：00～15：40) (15：50～17：00)
自己学修

講義/実習 講義/実習講義/実習

水 講　義 講　義 講義/実習 講義/実習

火 講　義 講　義

選択科目 選択科目

(15：20～16：30) (16：45～17：55)

自己学修

木 講　義 講　義 講義/実習

金 講　義 講　義

講義/実習

テュートリアル 自己学修

(14：00～15：40) (15：50～17：00)

講義/実習
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セグメント2 

 

 

 

「人体の機能と微細構造」 
 

 

 

 

 

2019年8月26日～2020年2月28日 
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Ⅰ セグメント2 の学修内容 
 

セグメント2 は「人体の機能と微細構造」を中心テーマとして学修する。セグメント1 が

「人体の基礎」を中心テーマとした学修内容で、医学学修のための準備期間であるのに対

して、セグメント2 は基礎医科学（モデル・コア・カリキュラムC 医学一般）を基幹科目

とした統合的な医学学修の本格的な開始点となる。具体的には、組織の成り立ち、生体物

質の代謝、細胞と情報伝達、生体システムと制御機構、遺伝と遺伝子、生体と微生物、生

体防御・免疫、などの項目で構成される。ここでの知識や論理的理解力は、セグメント3 以

降の基礎医科学、臨床医学、社会医学を学ぶ上で、重要な基盤となる（下図参照）。 

 

 現代の医学・生命科学において人体と疾患の理解には様々なアプローチがとられる。医

学研究では、しばしば疾患について症状、病歴、様々な検査を通じて診断を行い、さらに

発症メカニズムを理解し治療しようとする。しかし予備知識が少ない低学年でこれらの作

業を行うのは容易ではない。そこで本学においては、まず生体を構成する分子や細胞の特

性を理解することから始める。学生諸君は、セグメント2 における基礎医科学の講義、実

習、テュートリアルの内容が、どのように疾患に関わるかを絶えず問いかけながら、学修

を進めてほしい。セグメント2 の後半には、分子・細胞レベルから個体レベルへと生命現

象の階層を変えて理解するトレーニングを行う。これらの知識と理解はセグメント3 以降

のより複雑な全身を俯瞰する基礎医科学や臨床医学へと発展する。もちろんこれらの内容

は第4学年で受験するCBT（ Computer Based Testing）の範囲にも含まれる。 

 

セグメント2 では、基礎医科学基幹科目と並行して、グローバルな社会で活躍する上で

重要な内容を学年縦断型科目で学ぶ。これにより、将来、医師として患者さんや医療チー

ムメンバーに対して適切なコミュニケーションができることを目指している。セグメント

2の講義、実習、テュートリアル教育を通じておおいに学び、医学的知識、思考力、コミュ

ニケーション能力をぜひ磨いていただきたい。 

 

系統的に見た「人体の機能と微細構造」の学修テーマ 

 

      ［基礎医科学］       ［テュートリアル］ ［学年縦断型科目等］ 

 

生体の構造        生体の機能               医学用語 

組織の成り立ち     生体物質の代謝              「至誠と愛」の実践学修 

            細胞と情報伝達            国際コミュニケーション 

          生体システムと制御機構        基本的・医学的表現技術 

 遺伝と遺伝子           医学の学び方・考え方 

生体と微生物               健康管理 

生体防御・免疫              選択科目       

 

 

 

 

    セグメント3 「人体の構造と疾患の基礎」 

 セグメント4 「臓器・器官系の構造と機能の正常と異常1」  
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Ⅲ 試験科目表・試験日程表 
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試験科目

(必修科目) 組織の成り立ち

生体物質の代謝

細胞と情報伝達

生体システムと制御機構

遺伝と遺伝子

生体防御・免疫

生体と微生物

医学用語

(学年縦断科目) 国際コミュニケーション

基本的・医学的表現技術

医学の学び方・考え方

「至誠と愛」の実践学修

選択科目

年月日 曜 時間 試験科目 場所

2020/2/3 月 10:00～11:30 生体物質の代謝 900

2020/2/4 火 10:00～11:30 組織の成り立ち 900

2020/2/6 木 10:00～11:30 細胞と情報伝達 900

2020/2/7 金 10:00～11:30 生体システムと制御機構 900

2020/2/10 月 10:00～11:30 遺伝と遺伝子 900

2020/2/13 木 10:00～11:30 生体防御・免疫 900

2020/2/14 金 10:00～11:30 生体と微生物 900

年月日 曜 時間 試験科目 場所

2020/2/25 火 10:00～11:30 生体物質の代謝 501

2020/2/25 火 13:00～14:30 組織の成り立ち 501

2020/2/26 水 10:00～11:30 細胞と情報伝達 501

2020/2/26 水 13:00～14:30 生体システムと制御機構 501

2020/2/27 木 10:00～11:30 遺伝と遺伝子 501

2020/2/27 木 13:00～14:30 生体防御・免疫 501

2020/2/28 金 10:00～11:30 生体と微生物 501

試験科目・日程表

試験日程

追・再試験日程
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テュートリアルについて 

テュートリアルの目的 

 テュートリアルは医師としての考え方を身につけるための学修法である。テュートリアル教育 

では、既に学んだあるいはこれから学ぶ知識を、人体内の現象、環境・外界と生体の関連、生体 

構造・機能の正常と異常、病者の理解と医療の実践、患者・家族・社会と医療・公衆衛生の関わり 

などの視点で、どのように使い、医師としてあるいは医学者として考え、判断するために活用す 

るかを修得する。医師は患者の問題を、研究者は科学的真理を自ら見つけ探究する専門職であり、 

テュートリアルはその方法と姿勢を修得し生涯学び発展できるための力と自信をつけるための学修

である。 

 テュートリアルは 1から 4年生に継続して行われ、その全体的な目的は： 

1） 未知の課題（専門職として自分がなされなければならないこと）に取り組む力を身につける（能

動学修）。 

2） 実際の流れ（現象や症例）の中で、解決すべき問題を見つける力を身につける。 

3） 問題を解決するために、自分で方法を考え、情報検索を行い、分析・解釈を行う力を身につけ

る（自己方向付け学修）。 

4） 自分の問題解決（学修結果）を互いに教え合うことにより（グループ討論）、学修の確かさと 

不確かな点を明らかにして自分の学修を振り返り（省察）次の目標を立て、更に深く学び理解

する姿勢を身につける。 

 

累進型テュートリアルとその後の学修の継続 

 医学部のテュートリアルは、学生が考える力を段階的に高めていけるように「累進型テュートリ

アル」（下図）と呼ぶ構築で実施されている。累進の意味は、学修内容だけではなく、学修方法と修

得すべき考え方が学年を追って変化することを意味し、4つの段階に分かれる。 

 入学直後（セグメント 1）のテュートリアルは、テュートリアルとして学び方に慣れるための期

間である（第 1段階）。課題を元に自分で問題を発見し、解決すべき学修目標を設定し、自己学修を

通じて行った問題解決を学生同士で教えあい振り返りあう、テュートリアルの流れと学び方を学ぶ

期間である（入門テュートリアル）。この期間の課題の多くは、様々な展開に広がりのあるものが提

示され、学生が問題発見のための発散と学修目的設定と問題解決の収束を体験できるように作られ

ている。 

 セグメント 1の終わりからセグメント 6までは学修項目発見型テュートリアルである。学修項目

発見型テュートリアルは、課題から学修者が自分で解決すべき問題を考えて学修目標に設定する形

のテュートリアルの進め方であるが、初めは課題の中から自分が興味を持ったことを広く学修項目

として問題を見つける（知りたいことを学び取る）テュートリアルを行う（第 2段階）。課題から目

標を定めて学修する第2段階の中で、次に医師となるために課題を通して自分が何を学ばなければ

ならないかという視点で問題発見を行う（自分に必要なことを学ぶ）テュートリアルを行う。 

学修項目発見型の最終段階（第 3段階）は、自分が必要なことは課題から発展させ、関係する 

領域全体を見渡して学ぶ（領域を統合して学ぶ）テュートリアルである。 

 4年になると（セグメント 7及び 8）、課題から発見する問題は、「自分にとって」から「患者にと

って」に変わる。ひとり一人異なった問題を抱えて訪れる患者の問題を探り、個々の患者にとって

最適の解決を考えるのが医師の役割である。医師は医学的な診断治療だけではなく、患者・家族の

心理、患者支援・医療費など社会とのつながり、疫学・公衆衛生など、患者に応じて様々なことを

考える必要があり、これらの問題を考え解決を学ぶのが「診療問題解決型テュートリアル」で、テ

ュートリアルの第 4段階である。すなわち問題を考える際に「自分」から「患者」に視点が変わる。 
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テュートリアルは 4年前半で終了するが、医師にとって必要な考え方を学ぶ学修は卒業まで続け

られる。4年後半では診療上の問題解決の中で、診療・治療を中心に考え方を学ぶ Team-based 

learning(TBL)が行われる。臨床実習を行うにあたり、医師の基本能力ともいえる患者に合わせた診

断・治療を考えることを臨床推論 TBLという学修法で学ぶ。5年から始まる臨床実習は、それまで

に学んできた問題解決能力を臨床で実践しながら学ぶ機会であり、「診療問題解決型（診療参加型）

臨床実習」と呼び、テュートリアル学修で体得した考える力を、卒業までに医師として考える力に

高める。 

 
          

テュートリアルの方法と評価 

 テュートリアルの実施の詳しいやり方は、「テュートリアルガイド」に詳説されている。テュー

トリアルのグループセッション（テュータと学生グループが集まり教え合ったり討論したりする時

間）は、14:00 から 15:40 の 100 分間である。この時間を有効に活用するために、テュートリアル

実施日には事前学修時間（11:35～テュートリアル開始まで、昼休みを含む） 

と事後学修時間（15:50～17:00）が設けてある。この時間は全て授業時間であり、学生 

の出席が求められる。グループセッションへの出席はテュータが確認する。欠席・出席・早退は 

テュータによる学生評価から減点される。やむを得ない事情で欠席する場合は欠席届（病気欠席 

の場合は診断書を添付）を医学部学務課に提出する。届けの提出された欠席については、セグメン

ト教育委員会が減点について判断する。 

 テュートリアルの実施の中で以下の 3点は、各セグメント共通して実践する。 

（1）自己学修 

準備無くしてテュートリアルに出席してはならない。考えて学んできたことをお互いに教え合

う中で、不確かなこと、新たに解決すべき問題が明らかになる。グループで決めた共通の学修

項目はひとり一人が学修することで次のグループセッションが有効な学修の場となる。グルー

プセッションの前後には自己学修時間が設定されており、この時間を含めて十分な学修を行っ

てグループセッションに臨まなくてはならない。 

（2）テュートリアルノート作成 

  テュートリアルでは、教科書に書いてある知識を学ぶだけでなく、課題についてどのようにそ

の知識を用いるかを考える。予想と異なる現象、個人によって異なる病気の進行など、課題（事

例）に合わせた問題点を見つけ、その解決を行う過程をノートに残すことが重要である。 

（3）各グループセッションの後でアセスメント（振り返り）を行う。 
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  アセスメントは、その日のセッションの自分とグループを振り返る時間であり毎回必ず行う。 

  医師は生涯自分の能力を高めるには、自分の良い点、改善を要する点を自ら評価して、良い点

はますます向上させ、改善すべき点は修正していくことが必要である。そのために自分を振り

返ることは必要である。テュートリアルのアセスメントでは、自分やグループの良い点と新た

な目標を共有することで、自分の行うべきこと、グループとして目指すことが明確になる。 

  自分・グループの気づかなかった良い点も、他者から指摘してもらうことにより更に向上でき

る。反省会ではなく、向上のための目標を立てる機会としてなくてはならない。 

(4)評価 

  学生のテュートリアル評価はテュータによる評価を基に行われる。テュートリアルの目標であ

る学修過程の修得およびその結果としての知識の獲得について、4回のグループセッションを

通じてテュータが評価を行う。評点は 5点満点で、各課題毎に評価が行われる。テュータの行

った評価は、欠席・遅刻・早退の評価が加味され、最終的にセグメント教育委員会で審議され、

医学部教授会で決定される。全課題の平均評点が 2点未満の場合は進級できない。 

 

 

セグメント 2テュートリアル 

 セグメント 2では、セグメント1で行われたテュートリアル（テュートリアル学修の第 1段階、 

すなわち、課題から問題を発見し、解決すべき事項を明確にしてグループで解決するというテュー  

トリアル学修のプロセスを学ぶ段階）を受け、テュートリアル学修の第 2段階に入っていく。セグ 

メント 2では、自分にとって興味のあること（知りたいことを学ぶ）に加え、自分が医師になるた 

めに学ぶべきこと（自分に必要なことを学ぶ）を課題から発見してテュートリアルを行う。課題に 

含まれる重要事項に自ら気づくこと、また、自分の興味や必要度に従って学修事項の優先順位を決 

めることを通して、学び方と考え方を深めていくことがセグメント2テュートリアルでの目標であ 

る。 

 セグメント 2テュートリアルでは PBL（Problem-Based Learning）と TBL（Team-Based  

Learning)という 2つの方法を各々3課題と 2課題にわたって実施する。PBLは第 1課題～第 2課題

（9月 10日～10月 4日）と第 5課題（1月 14日～1月 24日）で実施し、TBLは第 3課題～第 4課

題（10月 31日～11月 28日）で実施する。PBLでは、セグメント 1と同様に少人数での学修を行う

が、より発展的な課題に取り組む。例えば、データが与えられて、それをどう解釈するかなど、医

学の理解のために重要な学修方法を身に付ける。TBLでは、予め与えられたテーマについて個人毎

に予習をしておく。実施時に全員が 1教室に集まり、与えられた課題に対して、個人回答ののちグ

ループ毎に討論して解決を目指し、レスポンスアナライザーで回答する。その後代表者が全員に説

明を行って、解決への考え方を学ぶ。さらには、教員の解説によって学修内容を確実に習得すると

いう手法を使う。チームワークによって問題解決を行う力を身に付ける。 

セグメント2テュートリアルでは、セグメント1で学んだテュートリアルの方法を発展させ、より

高学年で学ぶ医学への橋渡しとなるのである。 
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   年　  月　 日 課題番号 課　　　題　　　名

２０１９年９月１０日（火）

　９月１３日（金）

　９月１７日（火）

　９月２０日（金）

　９月２４日（火）

　９月２７日（金）

　１０月　１日（火）

　１０月　４日（金）

１０月３１日（木）

１１月　７日（木）

１１月１１日（月）

１１月１４日（木）

１１月１８日（月）

１１月２１日（木）

１１月２５日（月）

１１月２８日（木）

２０２０年１月１４日（火）

　１月１７日（金）

　１月２１日（火）

１月２４日（金）

テュートリアル課題一覧表

1

2

調整中

調整中

調整中

調整中

調整中

5

4

3
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      セグメント２  テュータ一覧 

 

PBL（第１課題～第２課題、第５課題） 

 

中村 裕子 講 師 （責任者 岡 田 みどり 教 授 化 学） 

松下 晋 准教授 （責任者 松 下   晋 准教授 生 物 学） 

石井 泰雄 講 師 （責任者 松 下   晋 准教授 生 物 学） 

野田 泰一 助 教 （責任者 松 下   晋 准教授 生 物 学） 

浦瀬 香子 助 教 （責任者 松 下   晋 准教授 生 物 学） 

久保 沙織 助 教 （責任者 大久保 由美子 教 授 医 学 教 育 学） 

實木 葵 助 教 （責任者 中 村 史 雄 教 授 生 化 学）   

大武 幸子 非常勤講師 （責任者             学 長 室） 

青木信奈子 助 教 （責任者 清 水 達 也 教 授 先端生命医科学研究所） 

東 剣虹 助 教 （責任者 三 谷 昌 平 教 授 統合医科学研究所） 

松本 卓子 講 師 （責任者 神 崎 正 人 教 授 呼 吸 器 外 科 学） 

小川 真平 講 師 （責任者 山 本 雅 一 教 授 消 化 器 外 科 学） 

島田衣里子 助 教 （責任者 杉 山   央 准教授 循 環 器 小 児 科） 

近藤 侑鈴 助 教 （責任者 林   和 彦 教 授 化学療法・緩和ケア ） 

赤穂 理絵 准教授 （責任者 西 村 勝 治 教 授 精 神 医 学） 

木村 綾子 助 教 （責任者 佐 倉   宏 教 授 東医療センター内科 ） 

矢野 尚 助 教 （責任者 金 子 裕 之 准教授 東医療センター歯科口腔外科） 
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     セグメント２  テュータ一覧 

 
TBL（第３課題、第４課題） 

 

 
宮田 麻理子 教 授 （責任者 宮 田 麻理子 教 授 生理学（神経生理学分野））

三好 悟一 講 師 （責任者 宮 田 麻理子 教 授 生理学（神経生理学分野））

緑川 光春 准講師 （責任者 宮 田 麻理子 教 授 生理学（神経生理学分野））

植田 禎史 助 教 （責任者 宮 田 麻理子 教 授 生理学（神経生理学分野））

木内 有希 助 教 （責任者 宮 田 麻理子 教 授 生理学（神経生理学分野））

尾崎 弘展 助 教 （責任者 宮 田 麻理子 教 授 生理学（神経生理学分野））

河村 寿子 助 教 （責任者 宮 田 麻理子 教 授 生理学（神経生理学分野））

茂泉 佐和子 講 師 （責任者 三 谷 昌 平 教 授 生理学（分子細胞生理学））

若林 沙耶香 講 師 （責任者 三 谷 昌 平 教 授 生理学（分子細胞生理学））

末廣 勇司 助 教 （責任者 三 谷 昌 平 教 授 生理学（分子細胞生理学））

出嶋 克史 助 教 （責任者 三 谷 昌 平 教 授 生理学（分子細胞生理学））

吉田 慶太 助 教 （責任者 三 谷 昌 平 教 授 生理学（分子細胞生理学））  

伊豆原 郁月 助 教 （責任者 三 谷 昌 平 教 授 生理学（分子細胞生理学））
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Ⅴ 1 教育委員会・学生アドバイザー・学生委員 

 

第1学年教育委員会 

  委 員 長    中 村 史 雄 教  授（生化学） ＊主担当 S2 

   副 委 員 長    三 谷 昌 平 教 授（生理学（分子細胞生理学分野）） 

     〃      宮 田 麻理子 教 授（生理学（神経生理学分野）） 

   委   員    松 岡 雅 人 教  授（衛生学公衆衛生学（環境・産業医学）） 

     〃      石 津 綾 子 教 授（解剖学（顕微解剖学・形態形成学） 

     〃      柳 澤 直 子 教 授（微生物学免疫学） 

     〃      松 下  晋  准教授（生物学） 

     〃      杉 下 智 彦 教 授（国際環境・熱帯医学） 

〃      岡 田 みどり 教  授（化学） 

〃      木 下 順 二 准教授（物理学） 

 

セグメント２担当委員 

テュートリアル委員会  

  委 員 長   中 村 真 一 教 授（消化器内視鏡科） 

副 委 員 長   高 村 悦 子 教  授（眼科学） 

〃     大久保 由美子 教  授（医学教育学） 

委   員   柳 澤 直 子 教 授（微生物学免疫学）課題調整担当 

       〃     茂  泉 佐和子 講 師（生理学（分子細胞生理学分野） 

        〃     菊 田 幸 子 助 教（解剖学（顕微解剖学・形態形成学） 

 

  TBL 委員会 

    委 員 長   中 村 真 一 教 授（消化器内視鏡科） 

副 委 員 長   石 黒 直 子 教  授（皮膚科学） 

委   員   茂  泉 佐和子 講 師（生理学（分子細胞生理学分野）） 

〃     三 好 悟 一 講 師（生理学（神経生理学分野）） 

 

「至誠と愛」の実践学修教育委員会 

委 員 長   西 村 勝 治 教 授（精神医学） 

副 委 員 長   岡 田 みどり 教  授（化学）  

〃     大久保 由美子 教  授（医学教育学） 

  〃     岩 﨑 直 子 教  授（成人医学センター） 

委   員    木 下 順 二 准教授（物理学） 

    〃     佐 藤  梓  助 教（化学） 

 

  国際コミュニケーション委員会 

委 員 長   杉 下 智 彦 教 授（国際環境・熱帯医学） 

副 委 員 長                            （） 

委   員   足 立  綾  講 師（外国語文化） 

 

  基本的・医学的表現技術教育委員会 

委 員 長   木 林 和 彦 教 授（法医学） 

副 委 員 長      辻 村 貴 子 講 師（日本語学） 

 

 

学生委員      岡 田 みどり 教  授（化学）  

〃          大久保 由美子 教 授（医学教育学） 

〃        西 村 勝 治 教 授（精神医学） 
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Ⅵ  選 択 科 目 
 

 

 

 

                外 国 語 
        人文科学系 
        社会科学系 
        自然科学系 

保 健 体 育 
      他大学オープン科目 
 

 

 

 

※各科目の講義内容、評価に関すること、日程等の詳細については 

「2019 年度学修の手引き＜選択科目＞」を参照すること。 

履修要領をよく読んで履修登録を行ってください。 
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東京女子医科大学学則より抜粋 

(授業科目および単位数、時間数) 

第 9 条 授業科目および単位数、時間数は、医学部は別表Ⅰ（（1）と（2）がある）、 

 看護学部は別表Ⅱ－1、Ⅱ－2 のとおりとする。 

(授業科目の履修) 

第 10 条 学生は、第 9 条に定めるそれぞれの授業科目を履修しなければならない。 

2.  授業科目履修に関する規定は、別に定める。 

 

第 9 条関係 別表Ⅰ（１）授業科目（選択） 

授業科目 
単位 卒業までの

必要単位数第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 第 4 学年 

一 

般 

教 

育 
科 
目 

外
国
語 

初級ドイツ語 2 

12 

中級ドイツ語 2 

初級フランス語 2 

中級フランス語 2 

Medical Discussion 2 

Basic Listening 2 

Medical English 2 

初級コリア語 2 

初級中国語 2 

人
文
科
学
系 

倫理学 2 

哲学 2 

歴史学 2 

英米文学 2 

ドイツ語文化 2 

フランス文化 2 

外国文化 2 

文章表現 2 

心理学 2 

社
会
科
学
系

スピーチコミュニケーション 2 

経済学 2 

法学 2 

医療政策 2 

自
然
科
学
系 

数学 2 

生物学 2 

物理学 2 

化学 2 

医学情報学 2 

保健

体育 
フィットネスの理論と実技   　2   

  他大学科目   

計 12 
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選択科目履修要領（第1～第4学年） 

1. 科目名(28科目) 

 

2. 開講期間・曜日・時限 

開講期間は各科目とも半年間です。その時期は前期を4/17～9/25、後期は10/2から翌年1/29までの 

水曜日5 限（15：20～16：30）、6 限（16：45～ 17：55）に開講する。 

 

3. ガイダンスおよび履修登録について 

・ガイダンス  新入生および下記４.の単位を充足していない者は必ず出席すること。 

    4月10日(水）5限、6限 場所:臨床講堂Ⅰ ＊後期開講科目の説明も同時に行う。 

 

・履修登録について 

１年生前期： 

新入生オリエンテーション時に配布した受講票により受付を行うので、次のとおり学務課窓口に提出すること。 

    登録期間は 4 月 11 日(木)12:30 まで 

     ※１．期間厳守のこと。その後の提出は一切認めない。 

      ２．受講票を提出し、その科目が登録されなければ、出席しても無効となる。 

      ３．科目によって受講者数を制限することがある。 

      ４．登録結果および各科目の講義室は、開講日までに学生ポータルサイト 1年総合掲示板に掲載する。 

３．により登録されなかった科目があった場合の指示もこの時に掲載する。 

１年生後期、および 2～4年(前・後期): 

    新学年ポータルサイトからの web 登録のみ受付を行う。(従来の「受講票」は一切受付しない。)  

登録方法の詳細は登録期間前に各学年の総合掲示板に掲載する。 

登録期間は次のとおり。 

前期分…4 月 3 日(水)～4 月 11 日(木)17:00 まで（期間を過ぎると登録できない。） 

後期分…8 月 26 日(月)～9 月 6 日(金)12:30 まで（      〃       ） 

       ※１．web 登録を行い、その科目が登録されなければ、出席しても無効となる。 

        ２．受講者数の制限、登録結果等の掲載方法は上記と同様 

 

4. 履修認定について 

  各科目は2単位(半年間)の科目を4年次までにのべ6科目以上（12単位以上）履修しなければならない。 

そのうち2科目以上は人文・社会科学系の科目(学生便覧:学則第9条関係別表Ⅰ)とする。 

各科目の講義内容は、前期・後期が同じ場合も異なる場合もある。この場合、同一科目でも内容あるいは段階が異な

るものなら2科目と認められる。 なお、他大学での既修得単位を認定する場合がある。（以上、学生便覧参照） 

 

5．履修登録完了後は、その取り消しおよび変更は認めない。 

 

6. 選択科目の成績は及落判定の対象となる。ただし、ある学年で選択科目が不合格の場合、上級学年で単位を取得でき

ると認められるときに限って、及落には特別の配慮を行うことがある。 

 

7. なお、第2～第4学年では、上記12単位の他に指定する他大学のオープン科目(自由選択)の中からさらに受講すること 

 ができる。 

初級ドイツ語 初級コリア語 フランス文化 医療政策 

中級ドイツ語 初級中国語 文章表現 数学 

初級フランス語 倫理学 心理学 生物学 

中級フランス語 哲学 外国文化 化学 

Basic Listening  歴史学 スピーチコミュニケーション 物理学 

Medical English  英米文学 経済学 医学情報学 

Medical Discussion  ドイツ語文化 法学 体育実技（フィットネスの理論と実技）
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【水曜　5限　15:20～16:30】 【水曜　5限　15:20～16:30】

前　期（4月17日～9月25日） 科目コード 後　期（10月2日～1月29日） 科目コード

初級ドイツ語Ⅰ（伊藤）　※ 204101 初級ドイツ語Ⅱ（伊藤）　※ 204201

中級ドイツ語Ⅰ（早崎） 204102 中級ドイツ語Ⅱ（早崎） 204218

初級フランス語Ⅰ（足立） 204119 初級フランス語Ⅱ（足立） 204219

中級フランス語Ⅰ（三宅） 204104 中級フランス語Ⅱ（三宅） 204204

Medical Discussion Ⅰ（スタウト）2～4年 204106 Medical discussion Ⅱ（スタウト）2～4年 204206

初級中国語Ⅰ（舘） 204138 初級中国語Ⅱ（舘） 204238

倫理学Ａ（磯部） 204122 倫理学Ｂ（磯部） 204222

哲学Ａ（梶谷） 204107 哲学Ｂ（梶谷） 204207

英米文学Ａ（石井） 204111 英米文学Ｂ（石井） 204211

文章表現Ａ（辻村） 204123 文章表現Ｂ（辻村） 204223

法学Ａ（中島） 204115 心理学Ｂ（宮脇） 204212

化学Ａ（岡田） 204125 法学Ｂ（中島） 204215

物理学Ａ（木下） 204126 化学Ｂ（岡田） 204225

フィットネスの理論と実技（沢田） 204003 物理学Ｂ（木下） 204226

フィットネスの理論と実技（沢田） 204004

【水曜　6限　16:45～17:55】 【水曜　6限　16:45～17:55】

前　期（4月17日～9月25日） 科目コード 後　期（10月2日～1月29日） 科目コード

初級ドイツ語Ⅰ（早崎）　※ 204118 初級ドイツ語Ⅱ（早崎）　※ 204202

Medical EnglishⅠ（鈴木）2～4年 204105 Medical EnglishⅡ（鈴木）2～4年 204205

Basic ListeningⅠ（スタウト） 204121 Basic ListeningⅡ（スタウト） 204221

初級コリア語Ⅰ（朴） 204137 初級コリア語Ⅱ（朴） 204237

歴史学Ａ（中込） 204108 歴史学Ｂ（中込） 204208

ドイツ語文化Ａ（伊藤） 204109 ドイツ語文化Ｂ（伊藤） 204209

フランス文化Ａ（足立） 204110 フランス文化Ｂ（足立） 204210

心理学Ａ（大塚） 204112 スピーチコミュニケーションＢ（笹）1・2年 204213

スピーチコミュニケーションＡ（笹）1・2年 204113 経済学Ｂ（粟沢） 204214

経済学Ａ（粟沢） 204114 医療政策Ｂ（杉下） 204216

医療政策Ａ（杉下） 204116 外国文化（足立） 204236

数学Ａ（今井） 204124 数学Ｂ（今井） 204224

医学情報学（尾﨑）2～4年 204117 生物学（松下） 204235

物理学Ｃ（木下） 204239

※「フィットネスの理論と実技」は、前期と後期は同じ内容です。
　どちらか１つしか履修できません。

※「フィットネスの理論と実技」は、前期と後期は同じ内容です。
　どちらか１つしか履修できません。

 選択科目時間割

前　　　期 後　　　期

※5限と6限の「初級ドイツ語」は同じ内容です。
　どちらか1つしか履修できません。

※5限と6限の「初級ドイツ語」は同じ内容です。
　どちらか1つしか履修できません。
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他大学オープン科目受講について 
 

§ 趣 旨 

本学には早稲田大学のオープン科目を履修できる制度がある。その目的は、医科大学にはない多種多様な講

座を受講することで、視野を広げ、知識を深めることができるようにすることにある。受講生になると、図

書館などの施設も利用できるようになるので、豊かな知性と人間性を育むために大いに活用することが望ま

しい。 

 

§ 概 要 

1. 早稲田大学「オープン科目」とは、早稲田大学内の学部間で相互に受講でき、提携大学の学生も受講でき

る授業科目のことである。東京女子医科大学と早稲田大学の協定により、東京女子医科大学（医学部、看

護学部）の2 ～ 4 年生の学生は、早稲田大学「オープン科目」を受講し、単位を取得することができる。 

2. 年間8単位まで登録できる。 

3. 取得した単位は、東京女子医科大学医学部では増加単位として認められる。（卒業単位へは算入されない。） 

 

§ 受講案内 

1. 受講可能な日時と時間帯 

2 年生：月曜日、木曜日の6 ～ 7 時間目、土曜日の1 ～ 7 時間目（早稲田大学） 

3 年生：月曜日、木曜日の6 ～ 7 時間目、土曜日の1 ～ 7 時間目（  〃  ） 

4 年生：火曜日、金曜日の6 ～ 7 時間目、土曜日の1 ～ 7 時間目（  〃  ） 

 

2. 受講申込み方法 

1) 受講申込み方法 

早稲田大学グローバルエデュケーションセンターのコンピュータにあらかじめ学籍番号、氏名を登録し、

期間中にログインして講義検索、申込みをする。あらかじめ指定期間中（2 月初旬）に学務課に届出る。

個人の情報を提供することになるので、個人情報の保護を考えた上で、提供するかどうか自分で判断し

て届出ること。講義一覧は3月中旬から閲覧可能、申込みは3 月下旬（年度によって4 月上旬になること

もある）からで、期間中は変更もできる。 

 

1 月中に方法の詳細を記した印刷物を配布する。 

 

2）注意事項 

後期のみの科目であっても、年度当初に受講申込みをする必要がある。後期に申込むことはできない。 

 

3）受講の許可・不許可 

科目によっては受講が許可されない場合もある（演習や語学などの受け入れ人数の少ないクラス、その他の

場合でも希望者の多かった科目）。不許可になることも考慮して科目を選択する。受講の許可・不許可は、

各自ログインして確認する。 

 

3. 受講要領 

1）授業開始 

早稲田大学グローバルエデュケーションセンターのホーム・ページにアクセスして開始日と教室の場所、

休講や変更（日時や場所）をあらかじめ確認しておく。（記載されるページ名は時により変更されること

もあるので注意）。当日急に決定した場合は当該講義室のドアに掲示される。 

早稲田大学グローバルエデュケーションセンターのURL：http://www.waseda.jp/gec/ 

 

2）身分証明書 

受講が許可されると早稲田大学の「特別聴講生」の身分証明書が発行されるので、学務課で受け取る。特

別聴講生は、早稲田大学図書館、生協、医務室などを利用することができる。 

 

§ 受講相談 

受講について相談のある人は、足立（外国語文化）、遠藤(英語)、岡田（化学）、野田（生物）、山口（物

理）が相談を受け付けている。 

 

ポータルサイトの早大オープン科目のページに、先輩の感想や相談員のアドバイスが載っているので、参照

するとよい。 
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

8
／
26

月

8
／
27

火

8
／
28

水

第

1

週

8
／
29

木

8
／
30

金

8
／
31

土

(生化学　越野)

(講義)

生体物質の代謝-9

酸化的リン酸化Ⅰレポート作成時に守る
べきこと-1

科学的実験の記録方
法-1

(生理学（分子細胞生
理学分野）　茂泉)
(日本語学　辻村) (化学　岡田)

(講義) (講義)

基本的・医学的表現技
術-1

基本的・医学的表現技
術-2

クエン酸回路

(生化学　越野)

(講義)

生体物質の代謝-8

(早稲田大学生命医科
学センター　梅津)

(講義)

「至誠と愛」の実践学修
-1

医学教養2-Ⅰ先進医
療への挑戦と医療レ
ギュラトリーサイエンス

生体観察法　・　方法／染色法

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学　石津、北原、菊田、森島)
(生物学　松下、石井、野田、浦瀬)

(実習)

組織の成り立ち

(化学　岡田) （化学　中村、岡田）

解糖Ⅰ 解糖Ⅱ

(生化学　新敷、中村) (生化学　新敷、中村)

(講義) (講義)

生体物質の代謝-6 生体物質の代謝-7

(英語　鈴木、遠藤)

(講義)

国際コミュニケーション 生体物質の代謝-5

酵素反応速度論

(講義)

生体物質の代謝-4

酵素とその作用

(講義)

方法／染色法  ・ 生体観察法

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学　石津、北原、菊田、森島)
(生物学　松下、石井、野田、浦瀬)

(実習)

組織の成り立ち

S２の国際コミュンケーションオリエンテーション

細胞から組織へ、生体
観察法

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津)

(講義)

組織の成り立ち-1

方法論：染色法

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　菊田)

(講義)

組織の成り立ち-2

(選択科目)

15:20～16:30

前期 V-12

(生化学　中村)
(生理学(分子細胞生理

学分野)　茂泉) (生化学　中村) (化学　岡田) （化学　佐藤、岡田）
(学生健康管理室　横

田)

生体物質の代謝-1 生体物質の代謝-2 生体物質の代謝-3 健康管理学

S2オリエンテーション
(テュートリアル含む）

科目の概要・生体にお
ける代謝と調節

代謝の方向を決めるも
の

代謝の速度を決めるも
の

生活リズムと食生活

(選択科目)

16:45～17:55

前期 VI-12

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(講義) (講義) (講義) (講義) (講義)

オリエンテーション
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

9
／
2

月

9
／
3

火

9
／
4

水

第

2

週

9
／
5

木

9
／
6

金

9
／
7

土

(講義) (講義) (実習)

「至誠と愛」の実践学修-2,3 医学の学び方・考え方-1 「至誠と愛」の実践学修

乳幼児との対話 テュートリアル学修の深
め方

実習ガイダンス

(化学　岡田)　　(遺伝子医療センター　山本、松
尾、浦野、加藤)　　(NPO法人子育てネットワー

ク・ピッコロ　村田、小俣) (医学教育学　大久保)
(衛生学公衆衛生学　蒋池)     (生物　浦瀬)

(化学　岡田)　　(物理学　松本)
(実習)

「至誠と愛」の実践学修-3,4,5,6,7

3～22　対話入門実習「チーム医療入門」「乳幼児との対話」「高齢者との対話」

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学）　菊田)　　(微生物学免疫学　大坂、加藤)　　(衛生学公衆衛生学　蒋池)　　(小児科学　中島、榊
原)　　(外国語文化　足立)　　(英語　鈴木、遠藤)　（日本語学　辻村）　(生物学　松下、石井、浦瀬)　　(化学　岡田、中村、佐藤)
(物理学　木下、松本、山口、辻野)　　(東医療センター　小児科　大谷)　　(看護学部　守屋、諏訪、小宮山、柏崎、徳田、吉武、多久
和、山口)
(実習)

「至誠と愛」の実践学修-8,9,10,11,12

3～22　対話入門実習「チーム医療入門」「乳幼児との対話」「高齢者との対話」

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学）　菊田)　　(微生物学免疫学　大坂、加藤)　　(衛生学公衆衛生学　蒋池)　　(小児科学　中島、榊
原)　　(外国語文化　足立)　　(英語　鈴木、遠藤)　（日本語学　辻村）　(生物学　松下、石井、浦瀬)　　(化学　岡田、中村、佐藤)
(物理学　木下、松本、山口、辻野)　　(東医療センター　小児科　大谷)　　(看護学部　守屋、諏訪、小宮山、柏崎、徳田、吉武、多久
和、山口)
(実習)

「至誠と愛」の実践学修-13,14,15,16,17

3～22　対話入門実習「チーム医療入門」「乳幼児との対話」「高齢者との対話」

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学）　菊田)　　(微生物学免疫学　大坂、加藤)　　(衛生学公衆衛生学　蒋池)　　(小児科学　中島、榊
原)　　(外国語文化　足立)　　(英語　鈴木、遠藤)　（日本語学　辻村）　(生物学　松下、石井、浦瀬)　　(化学　岡田、中村、佐藤)
(物理学　木下、松本、山口、辻野)　　(東医療センター　小児科　大谷)　　(看護学部　守屋、諏訪、小宮山、柏崎、徳田、吉武、多久
和、山口)
(実習)

「至誠と愛」の実践学修-18,19,20,21,22

3～22　対話入門実習「チーム医療入門」「乳幼児との対話」「高齢者との対話」

(実習)

「至誠と愛」の実践学修

対話入門実習「チーム医療入門」

　　(生物学　松下、浦瀬)　(物理学　辻野)　　(微生物学免疫学　大坂)　　(衛生学公衆衛生学　蒋池)　(化学　佐藤)　(外
国語文化　足立)    (英語　鈴木)

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学）　菊田)　　(微生物学免疫学　大坂、加藤)　　(衛生学公衆衛生学　蒋池)　　(小児科学　中島、榊
原)　　(外国語文化　足立)　　(英語　鈴木、遠藤)　（日本語学　辻村）　(生物学　松下、石井、浦瀬)　　(化学　岡田、中村、佐藤)
(物理学　木下、松本、山口、辻野)　　(東医療センター　小児科　大谷)　　(看護学部　守屋、諏訪、小宮山、柏崎、徳田、吉武、多久
和、山口)

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

9
／
9

月

9
／
10

火

9
／
11

水

第

3

週

9
／
12

木

9
／
13

金

9
／
14

土

(講義)

対話入門実習予備日（台風などのため実習が行えなかったグループ対象）

(生化学　越野)

(講義)

生体物質の代謝-13

ペントースリン酸回路

(講義) (講義) (実習)

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

(講義)

組織の成り立ち-7

上皮組織-4　機能と特
殊構造

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

組織の成り立ち-8

上皮組織-5　機能と特
殊構造

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学　石津、北原、菊田、森島)
(生物学　松下、石井、野田、浦瀬)

組織の成り立ち-5 組織の成り立ち−6 組織の成り立ち

上皮組織-2　分類と特
徴

上皮組織-3　分類と特
徴

上皮組織-2

(講義)

生体物質の代謝-12

グリコーゲンの代謝

(生化学　越野)

(英語　鈴木、遠藤、ライトナー、エルヴィン、スタ
ウト、細谷、サラ、チェバスコ、マーシャル、伊

藤、森景、石井、奥村、林)

国際コミュニケーション

講義1、OC: Making a rouh draft of the speech
1

(講義)

酸化的リン酸化Ⅱ

(生化学　越野)

(講義)

生体物質の代謝-10

(講義)

生体物質の代謝-11

糖新生

(生化学　越野)

(講義) (講義) (実習)

組織の成り立ち-3 組織の成り立ち-4 組織の成り立ち

四大組織とその起源 上皮組織-1　定義 上皮組織-1

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学　石津、北原、菊田、森島)
(生物学　松下、石井、野田、浦瀬)

自己学修　15：50-17：
00

(テュートリアル)

自己学修　12：30-13：
40

(テュートリアル)

14:00～15:40

課題1-2　14：00-15：40

(テュートリアル)

15:50～17:00

前期 V-13

(選択科目)

16:45～17:55

前期 VI-13

(選択科目)

15:20～16:30

(テュートリアル)

15:50～17:00

自己学修　15：50-17：
00

(テュートリアル)

自己学修　12：30-13：
40

(テュートリアル)

14:00～15:40

課題1-1　14：00-15：40

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

9
／
16

月

9
／
17

火

9
／
18

水

第

4

週

9
／
19

木

9
／
20

金

9
／
21

土

腺組織-1　定義と概要 腺組織-2　基本構造

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

( 生化学   中村 )
( 生化学    竹内、中村

)

(講義) (講義)

細胞と情報伝達-3 細胞と情報伝達-4

細胞膜受容体を介する
情報伝達の種類

Gタンパク質を介する情
報伝達

科目の概要、教科書の
紹介

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

組織の成り立ち-9 組織の成り立ち-10

講義2、OC: Making a rouh draft of the speech
2

(英語　鈴木、遠藤、ライトナー、エルヴィン、スタ
ウト、細谷、サラ、チェバスコ、マーシャル、伊

藤、森景、石井、奥村、林)

細胞間情報伝達

(生理学（神経生理学
分野）　三好)

国際コミュニケーション

(講義)

(講義) (講義)

自己学修　12：30-13：
40

(生化学　中村)

(講義)

脂肪酸の代謝Ⅰ

生体物質の代謝-14

15:50～17:00

自己学修　15：50-17：
00

(テュートリアル)

自己学修　12：30-13：
40

(テュートリアル)

14:00～15:40

課題1-4　14：00-15：40

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学　石津、北原、菊田、森島)
(生物学　松下、石井、野田、浦瀬)

(実習)

腺組織-1

組織の成り立ち

脂肪酸の代謝Ⅱ

(講義)

前期 VI-14

(テュートリアル)

(生化学　中村)

(選択科目)

16:45～17:55

自己学修　15：50-17：
00

(選択科目)

15:20～16:30

前期 V-14

課題1-3　14：00-15：40

生体物質の代謝-15

(テュートリアル)

15:50～17:00

敬老の日　

(テュートリアル)(講義) (テュートリアル)

14:00～15:40
細胞と情報伝達-1

(講義)

細胞と情報伝達-2

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表
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09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

9
／
23

月

9
／
24

火

9
／
25

水

第

5

週

9
／
26

木

9
／
27

金

9
／
28

土

(英語　鈴木、遠藤、ライトナー、エルヴィン、スタ
ウト、細谷、サラ、チェバスコ、マーシャル、伊

藤、森景、石井、奥村、林)

アミノ酸代謝Ⅰ

(生化学　中村)

(講義)

生体物質の代謝-18

(生化学　中村)

(講義)

生体物質の代謝-19

アミノ酸代謝Ⅱ

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

(実習)

組織の成り立ち

腺組織-2

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学　石津、北原、菊田、森島)
(生物学　松下、石井、野田、浦瀬)

(講義) (講義)

組織の成り立ち-11 組織の成り立ち-12

腺組織-3　分類（腺の
形状と分泌物の性状）

腺組織-4　分類（分泌
様式）

(テュートリアル)

自己学修　12：30-13：
40

(テュートリアル)

14:00～15:40

課題2-2　14：00-15：40 自己学修　15：50-17：
00

細胞と情報伝達-6

リン酸化・脱リン酸化と
情報伝達

(選択科目)

16:45～17:55

(テュートリアル)

15:50～17:00

自己学修　15：50-17：
00

(選択科目)

15:20～16:30

前期 V-15

( 生化学    中村)

細胞と情報伝達-5

チロシンリン酸化を介
する受容体と情報伝達

(講義)

( 生化学  中村 )

(講義)

15:50～17:00
生体物質の代謝-16

後期 VI-15

コレステロールの代謝

(生化学　中村)

リン脂質の代謝

(生化学　中村)

生体物質の代謝-17

(講義)

国際コミュニケーション

講義3、OC:Writing a speech manuscript 1

自己学修　12：30-13：
40

14:00～15:40

課題2-1　14：00-15：40

秋分の日

(テュートリアル) (テュートリアル)(講義) (講義) (テュートリアル)
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

9
／
30

月

10
／
1

火

10
／
2

水

第

6

週

10
／
3

木

10
／
4

金

10
／
5

土

(講義)

細胞と情報伝達-7

経膜シグナルの生理作
用

(生理学（神経生理学
分野）　三好)

（生化学　中村）

(講義) (講義)

生体物質の代謝-24

代謝の統合・異常

（生化学　中村）

生体物質の代謝-25

総括

（生化学　中村）

(講義)

生体物質の代謝-23

ヌクレオチドの代謝Ⅲ

(医学部　岩田)

「至誠と愛」の実践学修
-4

医学教養2-II　医とは
何か

(講義)

(化学　岡田)　　(英語　遠藤)　　(日本語学　辻村)　　(生物学　浦瀬)
(看護学部　吉武)

「至誠と愛」の実践学修

解剖慰霊祭

（行事）
(生化学　中村)

(講義)

生体物質の代謝-22

ヌクレオチドの代謝Ⅱ

糖尿病

生体物質の代謝-21

ヌクレオチドの代謝Ⅰ

(講義)

(英語　鈴木、遠藤、ライトナー、エルヴィン、スタ
ウト、細谷、サラ、チェバスコ、マーシャル、伊

藤、森景、石井、奥村、林)

国際コミュニケーション

講義4、OC:Writing a speech manuscript 2

(講義)

（糖尿病・代謝内科学
馬場園) (生化学　中村)

組織の成り立ち-13 組織の成り立ち-14 組織の成り立ち

(講義)

生体物質の代謝-20

自己学修　15：50-17：
00

(テュートリアル)

自己学修　12：30-13：
40

(テュートリアル)

14:00～15:40

課題2-4　14：00-15：40

(テュートリアル)

15:50～17:00

後期 V-1

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-1

(選択科目)

15:20～16:30

「至誠と愛」の実践学修

「対話入門実習」グ
ループ面談

　　(衛生学公衆衛生学
蒋池)   (化学　岡田)

(物理学　松本)　（「至誠と
愛」の実践学修教育実行

委員）

(テュートリアル)

自己学修　12：30-13：
40

(テュートリアル)

14:00～15:40

課題2-3　14：00-15：40

(テュートリアル)

15:50～17:00

自己学修　15：50-17：
00

(実習)

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

結合組織-1　定義と概
要

結合組織-2　分類（細
胞成分）

結合組織-1

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　菊田 )

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　菊田 )

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学　石津、北原、菊田、森島)
(生物学　松下、石井、野田、浦瀬)

(講義) (講義) (実習)
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09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

10
／
7

月

10
／
8

火

10
／
9

水

第

7

週

10
／
10

木

10
／
11

金

10
／
12

土

細胞と情報伝達-16

(講義)

(病理学（病態神経科
学分野）　柴田)

細胞周期の制御と異常
III

(講義)

細胞と情報伝達-14

(病理学（病態神経科
学分野）　柴田)

細胞周期の制御と異常
I

細胞と情報伝達-15

(講義)

活動電位 II

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

(講義)

細胞と情報伝達-13

(病理学（病態神経科
学分野）　柴田)

細胞周期の制御と異常
II

(講義)

細胞と情報伝達-12

活動電位 III

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

軟骨組織 軟骨・骨の発生／成長

レポート作成時に守る
べきこと-2

科学的実験の記録方
法-2

(講義)

細胞と情報伝達-10

(講義) (講義)

軟骨組織／軟骨・骨の発生・成長

(生理学（神経生理学
分野）　宮田)

(講義)

細胞と情報伝達-11

科目の概要神経伝達物質 II

(生理学（分子細胞生
理学分野）　末廣)

活動電位 I

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

基本的・医学的表現技
術-3

基本的・医学的表現技
術-4

(講義) (講義)

神経伝達物質 I

(生理学（分子細胞生
理学分野）　末廣）

(講義)

細胞と情報伝達-8

興奮性細胞と細胞膜の
電気的性質

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

(講義)

細胞と情報伝達-9

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学　石津、北原、菊田、森島)
(生物学　松下、石井、野田、浦瀬)

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　菊田 )

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

講義5、OC:Writing a speech manuscript 3

(英語　鈴木、遠藤、ライトナー、エルヴィン、スタ
ウト、細谷、サラ、チェバスコ、マーシャル、伊

藤、森景、石井、奥村、林)

(講義)

国際コミュニケーション

(実習)

組織の成り立ち-17 組織の成り立ち-18 組織の成り立ち

(物理学　松本)
(日本語学　辻村) (日本語学　辻村)

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学　石津、北原、菊田、森島)
(生物学　松下、石井、野田、浦瀬)

(講義) (講義) (実習)

組織の成り立ち-15 組織の成り立ち-16 組織の成り立ち

結合組織-3　分類（細
胞外成分）

血液・リンパ 結合組織-2／血液・リンパ

(選択科目)

16:45～17:55

(講義)

生体システムと制御機
構-1

後期 VI-2

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-2

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

240



Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

10
／
14

月

10
／
15

火

10
／
16

水

第

8

週

10
／
17

木

10
／
18

金

10
／
19

土

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

(生理学（分子細胞生
理学分野）　白川)

(講義)

生体システムと制御機
構-5

(日本語学　辻村)
　(ゲストスピーカー)

医療関係講演の記録
方法

基本的・医学的表現技
術-5

(講義)

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

イオンチャネル III

細胞と情報伝達-22

(講義)

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

生体システムと制御機
構-4

(講義)

イオンチャネル II

細胞と情報伝達-21

(講義)

生体信号の記録方法
(生体の電気信号）

(講義)

国際コミュニケーション

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

(講義)

シナプス伝達 I

細胞と情報伝達-23

(講義)

細胞と情報伝達-20

(解剖学　本多)

組織の成り立ち-19 組織の成り立ち-20

容積導体 イオンチャネル I

組織の成り立ち

(講義) (講義) (実習)

講義6、OC:Writing a speech manuscript 4

(英語　鈴木、遠藤、ライトナー、エルヴィン、スタ
ウト、細谷、サラ、チェバスコ、マーシャル、伊

藤、森景、石井、奥村、林)

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学　石津、北原、菊田、森島)
(生物学　松下、石井、野田、浦瀬)

骨組織-1 骨組織-2 骨組織

細胞と情報伝達-17

(講義) (講義)

生体システム基礎解剖
(II)

刺激受容機構I 生体システム基礎解剖
(I)

生体システムと制御機
構-2

生体システムと制御機
構-3

(生理学（神経生理学
分野） 　三好)

カルシウムと二次メッセ
ンジャー

(生理学（神経生理学
分野） 　宮田) (解剖学　本多)

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

(講義)

細胞と情報伝達-19

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-3

体育の日

(講義)

細胞周期の制御と異常
Ⅳ

細胞と情報伝達-18

(講義)

(病理学（病態神経科
学分野）　柴田)

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-3

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表
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09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

10
／
21

月

10
／
22

火

10
／
23

水

第

9

週

10
／
24

木

10
／
25

金

10
／
26

土

講義7、OC:Writing a speech manuscript 5

(英語　鈴木、遠藤、ライトナー、エルヴィン、スタ
ウト、細谷、サラ、チェバスコ、マーシャル、伊

藤、森景、石井、奥村、林)

(講義)

国際コミュニケーション

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

細胞と情報伝達-24

シナプス伝達 II

(講義)

シナプス伝達 III

(講義)

細胞と情報伝達-25

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

後期 V-4

女子医大祭　

女子医大祭準備　

女子医大祭　

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-4

(選択科目)

15:20～16:30

(講義)

組織の成り立ち-21

筋組織-1

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

(講義)

組織の成り立ち-22

筋組織-2

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

(実習)

組織の成り立ち

即位礼正殿の儀

筋組織

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学　石津、北原、菊田、森島)
(生物学　松下、石井、野田、浦瀬)
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

10
／
28

月

10
／
29

火

10
／
30

水

第

10

週

10
／
31

木

11
／
1

金

11
／
2

土

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

容積導体と骨格筋の興奮収縮連関、誘発筋電図と脊髄反射、信号伝達
と生体制御

(生理学（分子細胞生理学分野）　三谷、白川、藤巻、茂泉、若林、末
廣、出嶋、吉田、伊豆原)

(実習)

細胞と情報伝達、生体システムと制御機構

(講義)

国際コミュニケーション

機能系基礎医学の基
本的表現技術、文書作
成演習

(法医学　多木)
(日本語学　辻村)

(講義)

基本的・医学的表現技
術-6

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津)
(順天堂大学医学部

澤井)

(講義)

科目の概要・ラテン語

医学用語-1

講義8、OC:　Speech presentation practice 1

自己学修　12：30-13：
40

(テュートリアル)

09:00〜10：00

自己学修　09：00-10：
00

(テュートリアル)

10:00〜11：40

課題3-1　TBL（10：00
～11：40）

(テュートリアル)

筋収縮機構I

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

(講義)

生体システムと制御機
構-10

筋収縮機構II

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

(遺伝子医療センター
斎藤)

(講義)

生体システムと制御機
構-8

実習の説明

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

(講義)

細胞と情報伝達-26

刺激受容機構II

生体システムと制御機
構-6

(講義)

情報伝達のまとめ

(講義)

「至誠と愛」の実践学修
-5

医学教養2-III　ゲノム
医療の最前線

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-5

(選択科目)

15:20～16:30

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　石津 )

(講義)

(英語　鈴木、遠藤、ライトナー、エルヴィン、スタ
ウト、細谷、サラ、チェバスコ、マーシャル、伊

藤、森景、石井、奥村、林)

生体システムと制御機
構-9

(実習)

組織の成り立ち

神経組織

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学　石津、北原、菊田、森島)
(生物学　松下、石井、野田、浦瀬)

後期 V-5組織から器官へ-1　（ま
とめ）

組織から器官へ-2　（ま
とめ）

組織の成り立ち-25 組織の成り立ち-26

(講義) (講義)

(生理学（神経生理学
分野）　宮田)

運動の基本単位

(生理学（神経生理学
分野）　宮田)

(講義)

生体システムと制御機
構-7

(講義)

組織の成り立ち-23

神経組織-1

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　北原 )

(講義)

組織の成り立ち-24

神経組織-2

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学　北原 )
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09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

11
／
4

月

11
／
5

火

11
／
6

水

第

11

週

11
／
7

木

11
／
8

金

11
／
9

土

(生理学（第二）　三谷、白川、藤巻、茂泉、若林、末廣、出嶋、吉田、伊
豆原)

(実習)

細胞と情報伝達、生体システムと制御機構

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

(順天堂大学医学部
澤井)

(講義)

医学用語−2

ラテン語

(法医学　多木)
(日本語学　辻村)

(講義)

基本的・医学的表現技
術-7

機能系基礎医学の基本
的表現技術、作成文書を
用いた情報の伝達と説明

容積導体と骨格筋の興奮収縮連関、誘発筋電図と脊髄反射、信号伝達
と生体制御

自律神経系による調節
機構I

(生理学（神経生理学
分野）　宮田)

(講義)

生体システムと制御機
構-15

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

心筋の興奮と心電図

生体システムと制御機
構-13

生体システムと制御機
構-14

講義9、OC:　Speech presentation practice 2

(講義)

(生理学（神経生理学
分野）　宮田)

（生理学（神経生理学
分野）尾崎、宮田）

(生理学（分子細胞生理学分野）　三谷、白川、藤巻、茂泉、若林、末
廣、出嶋、吉田、伊豆原)

平滑筋の興奮と収縮

生体システムと制御機
構-16

(講義)

(講義)

自己学修　09：00-10：
00

課題3-2　TBL（10：00
～11：40）

自己学修　12：30-13：
40

(テュートリアル) (テュートリアル) (テュートリアル)

09:00〜10:00

心筋の興奮と収縮

10:00〜11:40

国際コミュニケーション

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

(講義)

(英語　鈴木、遠藤、ライトナー、エルヴィン、スタ
ウト、細谷、サラ、チェバスコ、マーシャル、伊

藤、森景、石井、奥村、林)

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-6

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-6

脊髄反射機構 痛覚の受容と調節機構

(講義) (講義)

生体システムと制御機
構-12

容積導体と骨格筋の興奮収縮連関、誘発筋電図と脊髄反射、信号伝達
と生体制御

(実習)

細胞と情報伝達、生体システムと制御機構生体システムと制御機
構-11

振替休日

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ
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09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

11
／
11

月

11
／
12

火

11
／
13

水

第

12

週

11
／
14

木

11
／
15

金

11
／
16

土

(講義)

生体システムと制御機
構-21

(微生物学免疫学　柳
澤)

総論-微生物の種類・
基本構造・増殖様式

生体と微生物-1

(講義)

容積導体と骨格筋の興奮収縮連関、誘発筋電図と脊髄反射、信号伝達
と生体制御

(生理学（分子細胞生理学分野）　三谷、白川、藤巻、茂泉、若林、末
廣、出嶋、吉田、伊豆原)

(実習)

細胞と情報伝達

中枢神経系の制御と統
合機能

(生理学（神経生理学
分野）　尾崎、宮田)

(講義)

生体と微生物-2

細菌の遺伝子とバクテ
リオファージ

(微生物学免疫学　柳
澤)

遺伝の法則

(生物学　松下)

(講義)

遺伝と遺伝子-2

集団の遺伝

(生物学　松下)

(講義)

遺伝と遺伝子-3

(講義)

国際コミュニケーション

科目の概要

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

(講義)

遺伝と遺伝子−1

実習試問

(解剖学（顕微解剖学・形態形成学）　石津、北
原、菊田、森島)

(実習)

組織の成り立ち

(解剖学（顕微解剖学・
形態形成学）　石津、
北原、菊田、森島)

まとめ

組織の成り立ち

(実習)

自律神経系による調節
機構II

(生理学（神経生理学
分野）　宮田)

(講義)

生体システムと制御機
構-17

(生理学（分子細胞生
理学分野）　三谷)

興奮伝導および神経
筋伝達の遮断薬

生体システムと制御機
構-18

(講義)

09:00〜10:00 10:00〜11:40

自己学修　09：00-10：
00

課題3-4　TBL（10：00
～11：40）

自己学修　12：30-13：
40

自己学修　09：00-10：
00

課題3-3　TBL（10：00
～11：40）

自己学修　12：30-13：
40

(テュートリアル) (テュートリアル) (テュートリアル)

(病理学（病態神経科
学分野）　柴田)

ニューロンとグリアの相
互作用(I)

生体システムと制御機
構-19

(講義)

ニューロンとグリアの相
互作用(II)

(病理学（病態神経科
学分野）　柴田)

(講義)

生体システムと制御機
構-20

講義10、OC:　Speech presentation practice 3

(英語　鈴木、遠藤、ライトナー、エルヴィン、スタ
ウト、細谷、サラ、チェバスコ、マーシャル、伊

藤、森景、石井、奥村、林)

(テュートリアル) (テュートリアル) (テュートリアル)

09:00～10:00 10:00～11:40

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-7

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-7

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ
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09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

11
／
18

月

11
／
19

火

11
／
20

水

第

13

週

11
／
21

木

11
／
22

金

11
／
23

土

容積導体と骨格筋の興奮収縮連関、誘発筋電図と脊髄反射、信号伝達
と生体制御

(生理学（分子細胞生理学分野）　三谷、白川、藤巻、茂泉、若林、末
廣、出嶋、吉田、伊豆原)

(実習)

細胞と情報伝達、生体システムと制御機構

ラテン語

(順天堂大学医学部
澤井)

(講義)

医学用語-3

（生化学　田中)

DNAの合成と複製

遺伝と遺伝子-6

(講義)

(微生物学免疫学　柳
澤)

総論 - 生体防御・免疫
系

生体防御・免疫-1

(講義) (講義)

生体防御・免疫-2

抗原と抗体

(微生物学免疫学　大
坂)

(英語　鈴木、遠藤、ライトナー、エルヴィン、スタ
ウト、細谷、サラ、チェバスコ、マーシャル、伊

藤、森景、石井、奥村、林) (内分泌内科学　市原)

(講義)

内分泌系による調節機
構（総論）

生体システムと制御機
構−24

遺伝と遺伝子-5

(講義)

自律神経作用薬と生体
反応

生体システムの総合理
解

容積導体と骨格筋の興奮収縮連関、誘発筋電図と脊髄反射、信号伝達
と生体制御

課題4-1　TBL（10：00
～11：40）

(講義) (講義) (実習)

生体システムと制御機
構-22

生体システムと制御機
構-23

細胞と情報伝達、生体システムと制御機構

自己学修　09：00-10：
00

課題4-2　TBL（10：00
～11：40）

自己学修　12：30-13：
40

(テュートリアル) (テュートリアル) (テュートリアル)

09:00〜10:00 10:00〜11:40

(テュートリアル)

自己学修　12：30-13：
40

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-8

(内分泌内科学　市原)

内分泌系による調節機
構

染色体、ゲノム、遺伝
子の構造 I

(生物学　松下)

(講義)

遺伝と遺伝子-4

(生物学　松下)

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-8

染色体、ゲノム、遺伝
子の構造 II

(講義)

国際コミュニケーション

講義11、OC:　Speech presentation practice 4

生体システムと制御機
構-25

(講義)
(薬理学　丸)

(生理学（神経生理学
分野　宮田)

(生理学（分子細胞生理学分野）　三谷、白川、藤巻、茂泉、若林、末
廣、出嶋、吉田、伊豆原)

勤労感謝の日

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(テュートリアル)

09:00～10:00

自己学修　09：00-10：
00

(テュートリアル)

10:00～11:40
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09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

11
／
25

月

11
／
26

火

11
／
27

水

第

14

週

11
／
28

木

11
／
29

金

11
／
30

土

(生理学（分子細胞生
理学分野）　末廣)

(微生物学免疫学　柳澤、大坂、加藤、芦野、上芝)

細菌実験の基本操作(2)、常在細菌(1)

(実習)

(講義)

遺伝と遺伝子-10遺伝と遺伝子-9

(講義)(テュートリアル)

生体と微生物、生体防御・免疫

転写と転写因子

(生理学（分子細胞生
理学分野）　出嶋)

自己学修　12：30-13：
40

(生理学（分子細胞生
理学分野）　出嶋)

DNAの転写

(順天堂大学医学部
澤井)

ラテン語

(講義)

医学用語-4

(微生物学免疫学　柳
澤)

生体と微生物-5

芽胞形成菌（通性、偏
性嫌気性菌）

(講義)

(英語　鈴木、遠藤、ライトナー、エルヴィン、スタ
ウト、細谷、サラ、チェバスコ、マーシャル、伊

藤、森景、石井、奥村、林)

国際コミュニケーション

講義12、OC:　Speech presentation practice 5

(講義)

遺伝と環境、変異原、
ストレスと適応

(生理学（分子細胞生
理学分野）　末廣)

(講義)

遺伝と遺伝子−7

課題4-3　TBL（10：00
～11：40）

生体と微生物-3

グラム陽性菌(1)

(微生物学免疫学　大
坂)

(講義)

生体と微生物-4

グラム陽性菌(2)

(微生物学免疫学　大
坂)

(講義)

(テュートリアル)

09:00〜10:00

自己学修　09：00-10：
00

(テュートリアル)

10:00〜11:40

課題4-4　TBL（10：00
～11：40）

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-9

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-9

生体と微生物、生体防御・免疫

細菌実験の基本操作(1)

(実習)

DNAの修復

(講義)

生体防御・免疫-3

免疫系組織の機能分
化と微細構造（1）

(解剖学（顕微解剖学・
形態形成学）　石津)

(微生物学免疫学　柳澤、大坂、加藤、芦野、上
芝)

遺伝と遺伝子-8

(講義)

(テュートリアル)

自己学修　12：30-13：
40

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学）　石津 )

(講義)

生体防御・免疫-4

免疫系組織の機能分
化と微細構造（2）

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(テュートリアル)

09:00～10:00

自己学修　09：00-10：
00

(テュートリアル)

10:00～11:40
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09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

12
／
2

月

12
／
3

火

12
／
4

水

第

15

週

12
／
5

木

12
／
6

金

12
／
7

土

薬剤耐性遺伝子（3）、細菌の抵抗性（2）、腸内細菌（1）

(微生物学免疫学　柳澤、大坂、加藤、芦野、上芝)

(実習)

生体と微生物、生体防御・免疫

細菌実験の基本操作(3)、薬剤耐性遺伝子(1)

(微生物学免疫学　柳澤、大坂、加藤、芦野、上芝)

(微生物学免疫学　大
坂)

(微生物学免疫学　大
坂)

(講義)

生体と微生物-6 生体と微生物-7

グラム陰性菌(1) グラム陰性菌(2)

(講義)

創立記念日　

(実習)

生体と微生物、生体防御・免疫

(実習)

(微生物学免疫学　柳澤、大坂、加藤、芦野、上芝)

生体と微生物、生体防御・免疫

常在細菌（2）、薬剤耐性遺伝子(2)、細菌の抵抗性(1)エピゲノムによる遺伝
子発現調節

スプライシング

(英語　鈴木、遠藤、ライトナー、エルヴィン、スタ
ウト、細谷、サラ、チェバスコ、マーシャル、伊

藤、森景、石井、奥村、林)

(講義)

国際コミュニケーション

講義13、OC:　Speech presentation practice 6

(生理学（分子細胞生
理学分野）　吉田) （生化学　田中)

(講義)

生体防御・免疫-6

遺伝と遺伝子-11 遺伝と遺伝子-12

(講義) (講義)

主要組織適合抗原(1)

(微生物学免疫学　柳
澤)

(講義)

生体防御・免疫-8

免疫系の多様性獲得
機序

(微生物学免疫学　柳
澤)

(講義)

生体防御・免疫-7

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

自然免疫(1)

(微生物学免疫学　大
坂)

(講義)

生体防御・免疫-5

自然免疫（2）

(微生物学免疫学　大
坂)

(選択科目) (選択科目)

15:20～16:30 16:45～17:55

後期 V-10 後期 VI-10
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09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

12
／
9

月

12
／
10

火

12
／
11

水

第

16

週

12
／
12

木

12
／
13

金

12
／
14

土

生体と微生物-10 生体と微生物-11

(講義)
微生物学免疫学　柳澤、大坂、加藤、芦野、上芝

(実習)

生体と微生物、生体防御・免疫

腸内細菌(2)

(微生物学免疫学　柳
澤)

自己免疫寛容

(講義)

(微生物学免疫学　柳
澤)

(講義)

抗酸菌

生体と微生物-12

(微生物学免疫学　柳
澤)

サイトカインとケモカイ
ン

(講義)

生体防御・免疫-10

ウイルス(2) ウイルス(3)・プリオン

(微生物学免疫学　大
坂)

(微生物学免疫学　大
坂)

(講義)

(講義)

(順天堂大学医学部
澤井)

ラテン語・まとめ

医学用語-5

(講義)

(英語　鈴木、遠藤、ライトナー、エルヴィン、スタ
ウト、細谷、サラ、チェバスコ、マーシャル、伊

藤、森景、石井、奥村、林)

(講義)

国際コミュニケーション

講義14、OC:　Speech presentation practice 7

(微生物学免疫学　大
坂)

(微生物学免疫学　大
坂)

液性免疫 細胞性免疫

生体防御・免疫-11 生体防御・免疫−12

(統合医科学研究所
赤川)

ゲノムの個人差

遺伝と遺伝子-20

(講義)

(統合医科学研究所
赤川)

遺伝子の情報解析

遺伝と遺伝子-21

(講義)

（生化学　中村)
(生理学（分子細胞生

理学分野）　三谷)

(講義) (講義)

遺伝と遺伝子-18 遺伝と遺伝子-19

(講義)

（実験動物研究所　本
田)

遺伝と遺伝子-17

個体を用いた遺伝子改
変実験

分子細胞生物学実験 非コードRNA

ミトコンドリアと細胞質
遺伝

遺伝と遺伝子-15

(講義)

遺伝と遺伝子-14

遺伝子組み換え実験

(生理学（神経生理学
分野）　三好)

(講義)

遺伝と遺伝子-16

(生理学（神経生理学
分野）　三好)

(講義)

蛋白質の修飾・輸送・
分解

(生化学　中村)

(微生物学免疫学　大
坂)

(微生物学免疫学　大
坂)

(講義)

生体と微生物-8 生体と微生物-9

グラム陰性菌(3) ウイルス(1)

(講義)

（生化学　中村)

翻訳と蛋白質の合成

遺伝と遺伝子-13

(講義)

生体防御・免疫-9

(講義)

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-11

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-11

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ
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09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

12
／
16

月

12
／
17

火

12
／
18

水

第

17

週

12
／
19

木

12
／
20

金

12
／
21

土

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

ラット臓器における乳酸脱水素酵素（ＬＤ）の発現解析、ＰＣＲ法、活性染色法

生体物質の代謝

実習まとめ、発表報告会

(実習)

生体物質の代謝

ウシ骨格筋より乳酸脱水素酵素（LD）精製、酵素反応速度論的解析（17グループ）

生体物質の代謝

(実習)

(実習)

生体物質の代謝

ウシ骨格筋より乳酸脱水素酵素（LD）精製、酵素反応速度論的解析（17グループ）

(実習)

(実習)

生体物質の代謝

ウシ骨格筋より乳酸脱水素酵素（LD）精製、酵素反応速度論的解析（17グループ）
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

1
／
6

月

1
／
7

火

1
／
8

水

第

18

週

1
／
9

木

1
／
10

金

1
／
11

土

(微生物学免疫学　柳澤、大坂、加藤、芦野、上芝)

生体と微生物、生体防御・免疫

(実習)
(微生物学免疫学　柳澤、大坂、加藤、芦野、上芝)

 生体と微生物、生体防御・免疫

真菌(1)、ウイルスの増殖(2)

多因子遺伝

（成人医学センター
岩崎)

(講義)

遺伝と遺伝子-24

(実習)

(講義) (講義)

遺伝子構造解析・多型
解析

体細胞変異と生殖系列
変異

遺伝と遺伝子-22 遺伝と遺伝子-23

(微生物学免疫学　柳澤、大坂、加藤、芦野、上
芝)

(統合医科学研究所
赤川)

(統合医科学研究所
赤川)

Ｓ2テュートリアル・レ
ポートのフィードバック

癌遺伝子と癌抑制遺伝
子

基本的・医学的表現技
術-8

遺伝と遺伝子-25

(講義) (講義)

生体と微生物、生体防御・免疫

ウイルスの増殖（1）

(微生物学免疫学　柳
澤)

(解剖学（顕微解剖学
形態形成学）　菊田)
　(日本語学　辻村)

(実験動物研究所
本田)

(微生物学免疫学　柳
澤)

生体防御・免疫-13 生体と微生物-13

基礎免疫学総括（中間
試験）

微生物学総括（中間試
験）

(講義) (講義)

(微生物学免疫学　大
坂)

(講義)

生体防御・免疫-15

(英語　鈴木、遠藤、ライトナー、エルヴィン、スタ
ウト、細谷、サラ、チェバスコ、マーシャル、伊

藤、森景、石井、奥村、林)

家系図 遺伝子診断と生命倫理

(講義)

遺伝と遺伝子-27 遺伝と遺伝子-28

(講義)

(微生物学免疫学　大
坂)

粘膜免疫（2）

(講義)

生体防御・免疫-16

（遺伝子医療センター
山本)

（遺伝子医療センター
山本)

講義15、OC:　Speech presentation practice 8 変異と染色体構造変化

(講義)

遺伝と遺伝子-26

粘性免疫（1）

(講義)

国際コミュニケーション

(実習)

凝集反応と溶血反応、ゲル内沈降反応（1）

(微生物学免疫学　大
坂)

感染症の免疫応答

生体防御・免疫-14

(講義)

（遺伝子医療センター
山本)

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-12

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-12

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

1
／
13

月

1
／
14

火

1
／
15

水

第

19

週

1
／
16

木

1
／
17

金

1
／
18

土

(薬理学　塚原)
(膠原病リウマチ内科学

谷口)

(講義)

遺伝と遺伝子-30

遺伝子治療と核酸医薬

(微生物学免疫学　柳澤、大坂、加藤、芦野、上
芝)

真菌(2)、ゲル内沈降反応(2)

生体と微生物、生体防御・免疫

(実習)

基本的・医学的表現技
術-9

基本的・医学的表現技
術-10

(講義)

遺伝と遺伝子-29

遺伝子診断と分子標的
薬

(英語　鈴木、遠藤、ライトナー、エルヴィン、スタ
ウト、細谷、サラ、チェバスコ、マーシャル、伊

藤、森景、石井、奥村、林)

国際コミュニケーション

Speech  Presentation 　1

形態系基礎医学の基
本的表現技術、文書作
成演習

形態系基礎医学の基本
的表現技術、作成文書を
用いた情報の伝達と説明

(解剖学　早川) (解剖学　早川)
(講義)

自己学修　12：30-13：
40

(テュートリアル)

14:00～15:40

課題5-2　14：00-15：40

(微生物学免疫学　柳
澤)

(微生物学免疫学　柳
澤)

(講義)

感染症の診断・検査と
予防接種

肝炎ウイルス

生体と微生物-15生体と微生物-14

(講義)

自己学修　15：50-17：
00

(講義)

主要組織適合抗原
（2）・移植免疫

(選択科目)

16:45～17:55

(テュートリアル)

15:50～17:00

自己学修　15：50-17：
00

(選択科目)

15:20～16:30

後期 V-13

(テュートリアル)

15:50～17:00

後期 VI-13

自己学修　12：30-13：
40

14:00～15:40

課題5-1　14：00-15：40

(微生物学免疫学　柳
澤)

(微生物学免疫学　柳
澤)

免疫応答の制御機構・
腫瘍免疫

(講義)

生体防御・免疫-17 生体防御・免疫-18

成人の日　

(テュートリアル)(講義) (講義) (テュートリアル)(テュートリアル)

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

1
／
20

月

1
／
21

火

1
／
22

水

第

20

週

1
／
23

木

1
／
24

金

1
／
25

土

(微生物学免疫学　柳
澤)

(講義)

生体と微生物-18

(テュートリアル)

レトロウイルス

自己学修　12：30-13：
40

(微生物学免疫学　柳
澤)

(講義)

生体と微生物、生体防御・免疫

(実習)

抗体産生細胞の測定、テスト

(微生物学免疫学　柳澤、大坂、加藤、芦野、上芝)

(微生物学免疫学　柳
澤)

(講義)

生体と微生物-19

真菌 内分泌系を介する生体
防御

(医学教育学　大久保)

(講義)

生体防御・免疫-22

(講義) (講義)

生体防御・免疫−21

免疫不全

(英語　鈴木、遠藤、ライトナー、エルヴィン、スタ
ウト、細谷、サラ、チェバスコ、マーシャル、伊

藤、森景、石井、奥村、林)

国際コミュニケーション

Speech  Presentation 　2

(講義)

(微生物学免疫学　柳
澤)

(微生物学免疫学　柳
澤)

生体と微生物-16 生体と微生物-17

スピロヘータ・マイコプ
ラズマ

リケッチア・クラミジア

(講義)

アレルギー

生体防御・免疫-19

(微生物学免疫学　柳
澤)

(微生物学免疫学　柳
澤)

自己免疫疾患

生体防御・免疫-20

(講義)

自己学修　15：50-17：
00

自己学修　12：30-13：
40

(テュートリアル)

14:00～15:40

課題5-4　14：00-15：40

(テュートリアル)

15:50～17:00

一般入学試験　

(テュートリアル)

15:20～16:30

後期 V-14

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-14

(テュートリアル)

15:50～17:00

自己学修　15：50-17：
00

(選択科目)

(テュートリアル)

14:00～15:40

課題5-3　14：00-15：40

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

1
／
27

月

1
／
28

火

1
／
29

水

第

21

週

1
／
30

木

1
／
31

金

2
／
1

土

(薬理学　塚原)

生体と微生物-23

化学療法薬

(講義)

生体と微生物-20

国際保健と感染症対策
総論

(国際環境・熱帯医学
杉下)

(実習)

抗菌薬と薬剤耐性

(薬理学　塚原)

(講義)

生体と微生物-24

(膠原病リウマチ内科学　谷口、猪狩、市川)　　(リウマチ科　川口)

遺伝と遺伝子

遺伝情報学実習
 1.ゲノム情報の収集と分析
 2.家系データの記載と分析

(選択科目)

国際コミュニケーション

TOEFL ITP テスト

(英語　鈴木、遠藤)

問題発見・解決能力評価（演習）

(医学教育学　大久保)
(講義)

生体防御・免疫-23

(法医学　木林)
(日本語学　辻村) (皮膚科学　梅垣)

試験（論述試験）

(講義)

基本的・医学的表現技
術-11

皮膚における生体防御

(試験)

(講義)

医学の学び方・考え方

(講義)

(国際環境・熱帯医学
塚原)

国際保健と感染症対策
各論

(国際環境・熱帯医学
塚原)

(講義)

生体と微生物-21 生体と微生物-22

寄生虫学総論

(講義)

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ

(選択科目)

16:45～17:55

後期 VI-15

15:20～16:30

後期 V-15
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

2
／
3

月

2
／
4

火

生体物 生体物2
／
5

水

第

22

週

2
／
6

木

2
／
7

金

2
／
8

土

(試験)

生体物質の代謝（10：
00～11：30）

(試験)

組織の成り立ち（10：00
～11：30）

(試験)

細胞と情報伝達（10：00
～11：30）

(試験)

生体システムと制御機
構（10：00～11：30）

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅵ
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

2
／
10

月

2
／
11

火

2
／
12

水

第

23

週

2
／
13

木

2
／
14

金

2
／
15

土

(試験)

生体防御・免疫（10:00
～11:30）

(看護学部　池田、嵐、櫻
田)　(化学　岡田)  (生物
学　浦瀬)　(衛生学公衆

衛生学　蒋池)

　(化学　岡田)  (生物学
浦瀬)  (衛生学公衆衛生

学　蒋池)  (看護学部
嵐、櫻田)

(実習)

「至誠と愛」の実践学修
-6

「至誠と愛」の実践学修

生体と微生物（10:00～
11:30）

看護の医療対話 看護の医療対話　ガイ
ダンス

(試験) (講義)

建国記念日

(試験)

遺伝と遺伝子（10：00～
11：30）

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

2
／
17

月

2
／
18

火

2
／
19

水

第

24

週

2
／
20

木

2
／
21

金

2
／
22

土

「至誠と愛」の実践学修

「看護の医療対話」実習　38～42

(生物学　松下、石井、浦瀬)　(化学　岡田、中村、佐藤)　(物理学　木下、松本、山口、辻野)　(衛生学公衆衛生学　蒋池)
（微生物学免疫学　大坂）　(英語　鈴木)　（外国語文化　足立）　(看護部　内田)　(東医療センター　検査科　加藤、下嶋)
(東医療センター　看護部　大井)　　(看護学部　嵐、櫻田)

(実習)

「至誠と愛」の実践学修

「看護の医療対話」実習　33～37

(生物学　松下、石井、浦瀬)　(化学　岡田、中村、佐藤)　(物理学　木下、松本、山口、辻野)  (衛生学公衆衛生学　蒋池)
（微生物学免疫学　大坂）　(英語　鈴木)　（外国語文化　足立）　(看護部　内田)　(東医療センター　検査科　加藤、下嶋)
(東医療センター　看護部　大井)　　(看護学部　嵐、櫻田)
(実習)

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表
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Ⅴ

09:00 10:10 10:25 11:35 12:30 13:40 13:55 15:05 15:15 16:25 16:35 17:45

2
／
24

月

2
／
25

火

2
／
26

水

第

25

週

2
／
27

木

2
／
28

金

2
／
29

土

生体と微生物（10:00～
11:30）

(追・再試験) (追・再試験)

遺伝と遺伝子（10：00～
11：30）

生体防御・免疫（13:00
～14:30）

(追・再試験)

(追・再試験) (追・再試験)

生体物質の代謝（10：
00～11：30）

組織の成り立ち（13：00
～14：30）

(追・再試験)

生体システムと制御機
構（13：00～14：30）

(追・再試験)

細胞と情報伝達（10：00
～11：30）

天皇誕生日（振替）　

2019年度　Segment2　講義・実習時間割表
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